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䣗
令
和
３
年
度
実
施
結
果
䣘 

○
面
的
調
査
・
滑
走
路
掘
削
立
会 

 

令
和
３
年
６
月
10
日
䦅
令
和
４
年
３
月
22
日
に

か
け
て
15
日
間
程
度
の
派
遣
を
13
回
実
施 

 

〇
収
容
派
遣 

        

本
年
度
中
に
収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
24
柱
は
䣍
派

遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
䣍
千
鳥
䣿
淵
戦
没
者

墓
苑
に
お
い
て
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

村
䧲
䧣
䧰
䧹
今
後
䨌
引
䧙
続
䧙
䦼
本
事
業
䨂最
大
限

䧸
協
力
䨛
す
䨔
䧲
䧲
䨌
䧵
䦼
事
業
䧘
䨑
䨓
実
䨓
多
䧙

䨌
䧸
䧵
䧴
䨔
䨑
䧒
䦼
厚
生
労
働
省
及
䧽
日
本
戦
没
者

遺
骨
収
集
推
進
協
会
䪮※
䪯䨛
䧹
䧤
䨋
䧲
す
䨔
関
係
機

関
䧵
積
極
的
䧵
䧹
䧩
䨒
䧙
䧗
䧝
䧰
䨈
䧐
䨓
䨈
す
䦽 

 

※
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
と
は
・
・
・ 

 

平
成
28
年
11
月
か
ら
厚
生
労
働
省
の
指
導
監
督

の
下
䣍
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
先
の
大
戦
で

の
日
本
人
戦
没
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及

び
収
骨
収
集
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

   

                                       

    

発
熱
等
の
症
状
が
生
じ
た
方
は
䣍
東
京
都
発
熱
相

談
セ
ン
タ
䤀
䥹
０
３―

５
３
２
０―

４
５
９
２

䣗
24
時
間
対
応
䣘䥺
／
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張

所
䥹
２―

２
９
５
１
䣗
平
日
䥹
日
中
䥺䣘䥺
も
し
く
は

診
療
所
䥹
父
島
䥽
２―

３
８
０
０
䣍
母
島
３―

２
１

１
５
䥺
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

※
島
し
䣯
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
䦅
午
後
５
時
ま
で
で
す
䣎 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

                         

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て 

令
和
３
年
度䣓
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰
還

事
業
䣔
報
告 

地表において重機によって揚げられた土

の中からご遺骨を収容する収集団 

千鳥ヶ淵戦没者墓苑において政府に引き渡され

るご遺骨 
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小
笠
原
村
自
主
放
映
䩄
䩦
䩶
䩐
䩮
䧱
配
信
䧣
䧰
䧐
䧩

䩊
䩻
䩂
放
送
䧵
䧮
䧙
䨈
䧣
䧰
䦼
䪳
月
䧵
関
連
放
送
設
備

䧸
故
障
䧵
䨑
䨓
以
降
䦼
配
信
䨛
停
止
䧣
䧰
䧖
䨓
䨈
䧣

䧩
䦽
機
器
䧸
取
䨓
替
䧔
等
䨌
検
討
䧣
䨈
䧣
䧩
䧘
䦼
䨶
䨼

䩋
面
や
䦼
䩊
䩻
䩂
放
送
情
報
䨛
他
䧸
代
替
手
段
䧱
入

手
可
能
䧱
䧎
䨔
䧟
䧲
䧗
䨒
䦼
䩊
䩻
䩂
放
送
䧹
終
了
す

䨔
䧟
䧲
䧲
䧣
䨈
䧣
䧩
䦽 

䧟
䨕
䨈
䧱
䩊
䩻
䩂
放
送
䧱
配
信
䧣
䧰
䧐
䧩
情
報
䧹
䦼

次
䧸
代
替
手
段
䧵
䨑
䨓
入
手
す
䨔
䧟
䧲
䧘
可
能
䧱
䧎

䨓
䦼
䧧
䧫
䨒
䨛
䧠
利
用
䧐
䧩
䧪
䧙
䨈
す
䨑
䧒
䧖
願
䧐
䧣

䨈
す
䦽 

䧴
䧖
䦼
多
䧛
䧸
情
報
䧹
䨼
䩡
䩻
䩋
䩘
䨬
䩶
䧗
䨒
䨌
閲

覧
䧣
や
す
䧛
䧴
䧭
䧩
小
笠
原
村
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻
䧱
閲
覧

す
䨔
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䨈
す
䦽
䨈
䧩
䦼
䧠
高
齢
䧸
方
䨛
対
象

䧲
䧣
䧩
䨼
䩡
䩻
䩋
䩘
䨬
䩶
体
験
教
室
䨛
䦼
令
和
䪶
年
度

中
䧵
実
施
す
䨔
予
定
䧱
す
䦽 

個
別
䧸
情
報
入
手
先
䧘
䧠
不
明
䧴
䧳
䧸
場
合
䧹
䦼

情
報
通
信
係
䨌
䧣
䧛
䧹
事
業
所
管
課
䨈
䧱
䧖
問
合
䧥

䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

〇
代
替
䧲
䧴
䨔
情
報
入
手
先 

䩺日
々
䧸
䩋
䩗
䩆
䨲
䨼
䩺行
政
情
報 

 
 

村
民
䧪
䨑
䨓
䦼
村
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻
䦼
防
災
無
線
䦼
島

内
掲
示
板 

䩺天
気
予
報 

 
 

村
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻
䦼
䨧
䩶
䩂
䩻
䩐
䩆
䩋
䨸
䨧
䩋
䪮気

象
庁
や
民
間
䧸
気
象
情
報
䨸
䩻
䩖
䨼
䪯䦼
䩉
䩯
䩖
番

組
䪮地
䩊
䨻
各
局
䧸
番
組
䨛
受
信
中
䧵
䦼
䩭
䩥
䨶
䩶

䧸
䫡
䩟
䩂
䩶
䨛
押
す
䧟
䧲
䧱
䦼
小
笠
原
䧸
気
象
情
報

䨛
見
䨔
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䨈
す
䪯 

䩺船
舶
運
航
情
報 

 
 

村
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻
䦼
䨧
䩶
䩂
䩻
䩐
䩆
䩋
䨸
䨧
䩋 

䪮小

笠
原
海
運
䪯䦼
防
災
無
線 

䩺船
舶
䩺䩓
䨼
運
航
表
䦼
運
賃
情
報 

 
 

村
民
䧪
䨑
䨓
䦼
村
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻
䦼 

䨧
䩶
䩂
䩻
䩐

䩆
䩋
䨸
䨧
䩋
䪮小
笠
原
海
運
䪯䦼
䩔
䩶
䩘
類 

●
問
合
せ
先 総

務
課
情
報
通
信
係 

２
❘
３
１
１
１ 

      

ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
支
払
方
法
に
は
䣍
次
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
䣎 

◎
支
払
方
法 

 

・
月
払
い 

 

・
年
払
い
䥹
４
月
䦅
翌
年
３
月
ま
で
䥺 

ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の
支
払
い
方
法
の
変
更

を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
総
務
課
情
報
通
信
係
䣍
母
島

支
所
庶
務
係
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
䣎
す
で
に
年

払
い
で
お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
は
䣍
届
出
が
な
い

場
合
䣍
引
き
続
き
年
払
い
と
な
り
ま
す
䣎 

◎
届
出
期
限 

４
月
15
日
䥹
金
䥺 

◎
利
用
料 

 
 

月
払
い
利
用
料 

 

１
䥻
５
６
０
円 

 
 

年
払
い
利
用
料 
１
７
䥻
１
６
０
円 

 

䪮䪳
年
間
䧸
䧠
利
用
䧱
䪳
䪰
䪷
䪸
䪲
円
䧖
得
䧱
す
䪯 

※
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
䣍
前
記
利
用
料
か
ら
減

額
も
し
く
は
免
除
に
な
り
ま
す
䣎
減
免
申
請
の
ご

案
内
は
䣍
村
民
だ
よ
り
６
月
号
に
掲
載
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 総

務
課
情
報
通
信
係 

２
❘
３
１
１
１ 

          

     

䣗
家
計
急
変
世
帯
に
対
す
る
特
別
給
付
䣘 

・
給
付
の
対
象
と
な
る
世
帯
は
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
令
和
３
年
１
月
以

降
の
い
ず
れ
か
の
月
で
収
入
が
減
少
し
䣓
住
民
税

均
等
割
非
課
税
相
当
䣔
の
収
入
と
な
䣬
た
世
帯
で

す
䣎 

・
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
䣍
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
で
す
䣎 

・
申
請
の
際
に
は
次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
䣎 

①
任
意
の
１
か
月
の
収
入
を
確
認
で
き
る
給
与
明
細

書
䣍
年
金
振
込
通
知
書
等
の
収
入
額
が
分
か
る
書

類
䣍
事
業
収
入
䣍
不
動
産
収
入
に
か
か
る
経
費
の

金
額
が
分
か
る
書
類
※ 

※
給
与
明
細
䣍
預
金
通
帳
の
写
し
䣍
令
和
３
年
度
分

所
得
の
確
定
申
告
書
䣍
住
民
税
申
告
書
䣍
源
泉
徴

収
票
䣍
帳
簿
等
の
写
し
䣎
書
類
の
ご
用
意
が
難
し

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
䣺
䣹

シ
䣻
カ
䤀
ド
の
コ
ピ
䤀 

③
本
人
確
認
書
類
䥹
運
転
免
許
証
䣍
マ
イ
ナ
ン
バ
䤀

カ
䤀
ド
䣍
保
険
証
な
ど
䥺 

・
申
請
期
間
は
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
䣎 

 

䣗
給
付
イ
メ
䤀
ジ
䣘 

世
帯
員
全
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額
䥹
令
和

３
年
１
月
以
降
の
任
意
の
１
か
月
収
入×

12
倍
䥺

が
市
町
村
民
税
均
等
割
非
課
税
水
準
以
下
で
あ
る
こ

と
が
支
給
要
件
で
す
䣎䣓
住
民
税
均
等
割
非
課
税
水

準
以
下
䣔
で
あ
る
か
の
判
別
に
は
次
の
表
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
䣎 

    

                     

※
ご
注
意
く
だ
さ
い 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
関
係
の
な
い
理

由
で
収
入
が
減
少
し
䣍
非
課
税
世
帯
・
非
課
税
相

当
世
帯
と
な
䣬
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
䣎 

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
意

図
的
に
給
付
を
申
請
す
る
こ
と
は
不
正
行
為
に
該

当
し
ま
す
䣎
不
正
受
給
を
し
た
者
は
詐
欺
罪
に
問

わ
れ
䣍
懲
役
10
年
以
下
の
刑
に
処
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

    

デ
䤀
タ
放
送
事
業
の
終
了
お
よ
び 

情
報
入
手
の
代
替
手
段
に
つ
い
て 

小
笠
原
村
ケ
䤀
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の 

支
払
方
法
に
つ
い
て 

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
に
つ
い
て 



 

 初回接種（1,2 回目）の場合、1回目接種後（ファイザーの場合約 3週間後、モデルナの場合 

約 4 週間後）間隔をあけて 2回目を接種します。追加接種（3回目）は、2 回目接種後 6ヶ月 

を過ぎてからとなります。現在確保されている各ワクチンの使用期限を踏まえた小笠原村での 

コロナワクチン接種のスケジュールは以下の予定です。 

接種を希望される方は、下記スケジュールでの調整を頂きますようお願い致します。 

新しく接種対象者となる方には個別に案内を送付しています。島外から移住された方や、 

接種券などを紛失された方はお問合せ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父

島 

対象者 日時 場所 予約受付期間 

12 歳以上 

12～17 歳の 3 回目接種が追加されました 

追加接種（3 回目） 

使用ワクチン：ファイザー 

A：4/17(日) 14:00～17:00 

B：4/18(月) 14:00～17:00 

＊A・B のどちらかを選んでください 

福祉センター 4/1～4/15 

 

18 歳以上 

追加接種（3 回目） 

使用ワクチン：モデルナ 

A：5/5(木祝)  16:00～17:00 

B：6/3(月)   16:00～16:30 

＊A・B のどちらかを選んでください 

福祉センター 

小笠原村診療所 

 

4/18～4/28 

 

5～11 歳(1,2 回目) 

使用ワクチン：小児用ファイザー 

1 回目：5/6(金)  16:00～18:30 

2 回目：5/27(金) 16:00～18:30 

福祉センター 4/18～4/28 

 

12 歳以上 

初回接種(1,2 回目) 

使用ワクチン：モデルナ 

1 回目：5/6(金)  18:30～19:00 

2 回目：6/3(金)  16:30～17:00 

福祉センター 

小笠原村診療所  

4/18～4/28 

 

 

母

島 

対象者 日時 場所 予約受付期間 

12 歳以上 

初回接種(1,2 回目) 

使用ワクチン：ファイザー 

1 回目：4/8(金)    16:00～ 

2 回目：4/29(金祝) 16:00～ 

母島診療所 3/28～4/4 

5～11 歳(1,2 回目) 

使用ワクチン：小児用ファイザー 

 

A：1回目 4/15(金) 16:00～ 

  2 回目 5/6(金)  16:00～ 

B：1回目 4/22(金) 16:00～ 

  2 回目 5/13(金) 16:00～ 

＊A・B のどちらかを選んでください 

母島診療所 4/6～4/13 

 12 歳以上追加接種（3回目） 

12～17 歳の 3 回目接種が追加されました 

4/29(金祝) 16：00～ 母島診療所 4/6～4/13 

 

予約以外の問い合わせ先 村民課福祉係  ２－３９３９ 

父島予約電話番号：０８０－８８６７－３４３２ 母島予約電話番号：３－２１１１ 

 予約期間や接種場所が異なりますので、よくご確認いただき、ご予約をお願いいたします。 
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（割合は小数点１位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならないことがあります）

●会計別予算額

金額（千円） 構成比（%） 前年比（千円）

5,082,798 81.3 △ 70,103

336,499 5.4 △ 9,881

260,388 4.2 △ 160,533

48,799 0.8 38,569

91,733 1.5 2,727

209,298 3.3 16,216

172,480 2.7 △ 65,339

21,592 0.3 △ 1,217

30,583 0.5 △ 2,212

6,254,170 100.0 △ 251,773

国民健康保険特別会計

一般会計

後期高齢者医療特別会計

合 計

簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

下水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

令和４年度 小笠原村の予算

村税

506,960千円
10.0%

地方譲与税及

交付金等

101,020千円
2.0%

国有提供施設等

所在市町村助成

交付金

121,850千円

2.4%

地方特例交付金

1,424千円
0.0%

地方交付税

1,702,776千円

33.5%

分担金及負担金

8,700千円

0.2%

使用料及手数料

201,626千円
4.0%

国庫支出金

658,525千円
13.0%

都支出金

974,373千円
19.2%

財産収入

67,018千円
1.3%

繰入金

440,391千円

8.7%

村債

214,100千円

4.2%

その他

84,035千円
1.7%

一般会計歳入予算

歳入

5,082,798千円

議会費

59,408千円

1.2%
総務費

1,424,267千円
28.0%

民生費

692,058千円
13.6%

衛生費

1,258,773千円
24.8%

農林水産業費

159,605千円
3.1%

商工費

144,824千円
2.8%

土木費

234,248千円
4.6%

消防費

26,844千円
0.5%

教育費

763,692千円
15.0%

公債費

185,688千円
3.7%

その他

133,391千円
2.6%

一般会計歳出予算

歳出

5,082,798千円

【歳入の主な増減（前年度比）】

●村税（7.5%の増）

前年度の課税実績から個人村民税、固定資産税の増額を見込み、

35,237千円の増額となっています。

●地方交付税（17.7%の増）

すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付する

ものです。国の地方財政計画から、前年度より256,297千円の増額となっ

ています。

●使用料及手数料（5.3%の増）

診療所収入や建設発生土処理手数料等の収入見込により10,181千円の

増額となっています。

●国庫支出金（34.1%の増）

村道整備、小中学校施設整備費等の増により、161,692千円の増額と

なっています。

●都支出金（2.3%の増）

農林水産業費都補助金の増により、22,321千円の増額となっています。

●繰入金（43.3%の減）

令和３年度に行った任意繰上償還により減債基金繰入金が306,946千円

の減。歳入不足を補うための財政調整基金繰入金で50,069千円の減額、

土地開発基金繰入金で43,875千円の減額、災害復旧復興特別交付金事業

基金で63,753千円の増額があり、336,746千円の減額となっています。

●村債（43.6%の減）

村が施設建設や大規模事業を行う際に、財政上必要とする資金を外部

から借り入れる資金で、今年度は、臨時財政対策債25,300千円、道路整

備債30,500千円、学校整備債158,300千円を計上しており、前年との比較

では、165,200千円の減額となっています。

【歳出の主な増減（前年度比）】

●総務費（7.2%の減）

主に行政運営に必要な経費です。職員住宅整備の完了や用地購入費の

減額があり、前年度より110,604千円の減額となっています。

●民生費（13.3%の減）

障がい者、高齢者、児童等の福祉のための経費です。母島児童福祉施

設整備の計画により、前年度より106,510千円の減額となっています。

●衛生費（9.5%の増）

保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費です。旧母島診療所の

撤去や父島クリーンセンター運営管理事業費の増額から、前年度より

108,795千円の増額となっています。

●農林水産業費（22.9%の増）

農業及び水産業振興のための経費です。農業・漁業振興施設整備事業補

助金の増額により、前年度より29,693千円の増額となっています。

●商工費（1.1%の減）

商工業、観光事業のための経費です。観光ビジョン策定による増額や、

観光施設整備完了による減額があり、前年度より1,580千円の減額と

なっています。

●土木費（4.2%の減）

道路建設や公園整備、まちづくりのための経費です。市町村土木補助

事業における村道整備費の減額があり、前年度との比較では10,224千円

の減額となっています。

●消防費（20.3%の増）

主に消防団に要する経費で、消防団員報酬の増額や消防用資機材購入

費の増額があり、前年度より4,527千円の増額となっています。

●教育費（57.9%の増）

教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、小中学校整備事

業費の増により、前年度との比較では280,1117千円の増額となっていま

す。

●その他（67.8%の減）

令和元年台風21号による被害に対する災害復旧経費の増額があり前年

度との比較では、53,916千円の増額となっています。

令和４年度予算につきましては、新型コロナウイルス感染症に関する水際対策、感染拡大防止対策の継続、また、第４次総合計画及び小

笠原諸島振興開発計画に基づく事業を中心として、以下の事項を重点施策として予算編成を行いました。

【重点項目】

（１）新型コロナウイルス感染症対策の実施

（２）航空路開設のための東京都との連携

（３）世界自然遺産地として自然環境の保全と活用を図るための施策の推進

（４）小笠原の特色を活かした産業の振興

（５）良好な生活環境のための生活基盤整備及び災害に備える防災基盤整備の充実

（６）村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実

一般会計は総額50億8,279万8千円で、前年度当初（51億5,290万1千円）と比較すると7,010万3千円、1.4％の減となっています。
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Ｊ
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災
害
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注
䥽
緊
急
地
震
速
報
は
䣍
震
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に
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地
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は
放

送
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間
に
合
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な
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場
合
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ま
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䣎 

 

右
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の
災
害
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場
合
も
䣍
村
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の
皆
様
䣍
来

島
者
の
皆
様
の
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先
に
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必
要
な
防
災
情
報

を
適
時
・
適
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ま
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䣎
皆
様
に
お

か
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て
も
䣍
村
や
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す
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防
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訓
練

等
も
活
用
し
て
䣍
日
頃
か
ら
䣍
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
の
備
え
を
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

緊急地震速報(震度5強以上) 緊急地震速報。大地震です。大地震です。

震度速報(震度5弱以上)

津波警報
津波警報が発表されました。
海岸付近の方は高台に避難してください。

【東日本大震災クラス】
大津波警報。大津波警報。
東日本大震災クラスの津波がきます。
ただちに高台に避難してください。
【東日本大震災クラス以外】
大津波警報。大津波警報。
ただちに高台に避難してください。

大津波警報

情報の種類 放送内容

震度●の地震が発生いたしました。
火の始末をして下さい。
テレビ・ラジオをつけ、
落ち着いて行動してください。
(注：●には震度が入ります。)

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
防
災
情
報
の
提
供
に

つ
い
て 

合計額

合計額

合計額

合計額

合計額

合計額

単位：千円

283,095

 (2) 協働 3,663

 (3) 国境離島 278

 (4) 硫黄島 91,691

 (1) 行政経営 187,463

予算額

 (1) 学校教育 620,595

 (2) 生涯教育 19,570

施策項目 予算額

118,622

609,740

【教育文化】

　学び合う心が自立する力を育てる村

 (5) 医療
1,114,431

 (4) 地域福祉

4,036 (3) 歴史・文化
644,201

【地域経営】

　信頼に応え進化し続ける村

272,217

【医療福祉】

　こまやかさが暮らし続けられる安心を支える村

施策項目

 (1) 健康づくり 57,422

 (2) 子育て支援 42,242

 (3) 高齢者・障害者福祉 286,405

34,661

29,833

80,869

103,833

6,761

4,928 (7) おもてなし

1,120,380

【産業】

　特色ある産業で人々の心を潤す村

施策項目 予算額

 (1) 農地確保 11,332

 (2) 農業経営基盤強化
 (3) 水産資源保全
 (4) 漁業経営安定化
 (5) 観光振興
 (6) 商工業振興

 (7) 消防・防災

29,516

828

282,983

634,173

69,689

施策項目 予算額

 (4) エネルギー利用
 (5) 資源循環・廃棄物処理
 (6) 生活基盤施設

 (1) 自然環境保全・利用
 (2) 環境教育

【環境共生】

【都市防災】

　しなやかな強さが暮らしの安定を守る村

●問合せ先　総務課企画政策室　２－３１１１

　小笠原村では、総合的かつ計画的なまちづくりを推進するため、第４次小笠原村総合計画を策定し、計画に示
した将来像の実現に向けて、事業の推進を図っています。
　総合計画で定めた施策体系別の令和４年度予算の反映状況は次のとおりです。

　つながりが豊かな暮らしと豊かな自然を紡ぐ村

 (2) 景観形成 330

 (3) 交通 施策項目

予算額

 (1) 居住 102,861

予算額

34,598

25,875

60,473

施策項目

分野別の目標像と施策と予算額

第４次小笠原村総合計画 令和４年度予算反映状況
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䧱
国
民
年
金
䧸
加
入
手
続
䧙
䨛
行

䧐
䦼
月
額
䪳
䪸
䦼
䪷
䪻
䪲
円
䪮令
和
䪶
年
度
䧸
金
額
䪯䧸
保

険
料
䨛
納
䨋
䨔
䧟
䧲
䧵
䧴
䨓
䨈
す
䦽
䧩
䧪
䧣
䦼
保
険
料

䨛
納
䨋
䨔
䧟
䧲
䧘
経
済
的
䧵
困
難
䧴
方
䧵
䧹
䦼
申
請
䧵

䨑
䧭
䧰
保
険
料
䧸
納
付
䨛
免
除
䧡
䨕
䨔
制
度
䧘
䧎
䨓

䨈
す
䦽 

特
例
免
除
制
度
䧹
䦼
厚
生
年
金
䧵
加
入
䧣
䧰
䧐
䧩
方

䧹
退
職
䪮失
業
䪯䧣
䧩
月
䪮月
末
退
職
䧸
場
合
䧹
翌
月
䪯

䧗
䨒
䦼
退
職
䪮失
業
䪯䧣
䧩
年
䧸
翌
々
年
䧸
䪸
月
䨈
䧱
䧸

期
間
䧵
限
䨓
䦼
利
用
す
䨔
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䨈
す
䦽  

 

通
常
䦼
保
険
料
䧘
免
除
䧡
䨕
䨔
䧩
䨋
䧵
䧹
䦼
申
請
者

本
人
䩺配
偶
者
䩺世
帯
主
䧸
方
䧘
所
得
基
準
䧸
範
囲
内

䧱
䧎
䨔
必
要
䧘
䧎
䨓
䨈
す
䧘
䦼
特
例
免
除
䧱
䧹
䦼
審
査

䧸
対
象
䧲
䧴
䨔
申
請
者
本
人
䧸
所
得
䨛
除
外
䧣
䧰
審

査
䨛
行
䧐
䨈
す
䦽 

特
例
免
除
䨛
申
請
䧡
䨕
䨔
場
合
䧹
䦼
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
䧸
公

的
機
関
䧸
証
明
書
䧸
写
䧣
䨛
䦼
村
役
場
村
民
課
住
民

係
䨈
䧩
䧹
母
島
支
所
䧸
窓
口
䨂提
出
䧣
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

䧴
䧖
䦼
学
生
䧸
方
䧱
国
民
年
金
保
険
料
䨛
納
付
す

䨔
䧟
䧲
䧘
困
難
䧴
場
合
䧹
䦼
学
生
納
付
特
例
制
度
䨛

䧠
利
用
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽  

 

●
問
合
䧥
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 

䪴―

䪵
䪳
䪳
䪵 

     

平
素
よ
り
ご
み
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ

き
䣍
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
転
入
さ
れ
た
方
へ

の
周
知
も
含
め
て
䣍
ご
み
出
し
の
ル
䤀
ル
に
つ
い

て
䣍
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
䣎 

①
ご
み
は
収
集
日
の
当
日
に
䣍
朝
８
時
ま
で
に
出
し

て
下
さ
い
䣎 

②
決
め
ら
れ
た
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
に
出
し
て
下
さ
い
䣎 

③
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
は
き
れ
い
に
保
䣬
て
く
だ
さ
い
䣎 

④
父
島
で
は
生
ご
み
類
は
十
分
に
水
切
り
を
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
䣎
水
分
量
を
下
げ
る
こ
と
が
䣍
可

燃
ご
み
重
量
の
低
減
お
よ
び
燃
焼
効
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
た
め
で
す
䣎 

⑤
ダ
ン
ボ
䤀
ル
や
雑
紙
等
に
つ
い
て
は
䣍
束
ね
て
か

ら
䣍
雨
風
の
日
を
避
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
䣎
濡

れ
た
段
ボ
䤀
ル
や
雑
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
せ
ず

焼
却
と
な
䣬
て
し
ま
い
䣍
風
の
強
い
日
は
飛
散
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
䣎 

⑥
ペ
䣹
ト
ボ
ト
ル
は
キ
䣺
䣹
プ
を
外
し
䣍
つ
ぶ
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
䣎
外
し
た
キ
䣺
䣹
プ
は
可
燃
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い 

⑦
飲
料
缶
と
ペ
䣹
ト
ボ
ト
ル
は
䣍
中
身
を
空
に
し

て
䣍
残
り
水
等
で
よ
く
す
す
い
で
か
ら
出
し
て
下

さ
い
䣎
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
䣍
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
䣎 

⑧
事
業
系
及
び
業
務
用
の
製
品
等
䣍
産
業
廃
棄
物
扱

い
に
な
る
も
の
は
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
回
収
し
て
お
り

ま
せ
ん
䣎 

⑨
出
䧣
方
䧵
迷
䧭
䧩
䨒䧂
䧠
䨉
䧸
分
䧝
方
䩺出
䧣
方
䧃䨛

䧠
確
認
䧐
䧩
䧪
䧛
䧗
䦼
左
記
䨈
䧱
䧖
問
䧐
合
䨘
䧥
䧛

䧪
䧡
䧐
䦽 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
         

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

 

⑩
ご
み
の
持
込
を
希
望
す
る
場
合
に
は
䣍
父
島
は
父

島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀
へ
䣍
母
島
は
母
島
支
所
に

電
話
で
の
事
前
予
約
を
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
䣎 

●
問
合
せ
先 

 

父
島
ク
リ
䤀
ン
セ
ン
タ
䤀 

 
 

２―

２
８
９
４ 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

※
小
笠
原
村
の
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
Ｑ

Ｒ
コ
䤀
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
も
䣍
村
の
ホ
䤀
ム

ペ
䤀
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
䣎 

               

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料
ク
䤀
ポ
ン
券
の

発
行
に
つ
い
て 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ご
み
ス
テ
䤀
シ
䣼
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て 
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◎
随
時 

任
期
付
保
健
師(

任
期
䥽
令
和
６
年
３
月
31
日) 

 

栄
養
士 

◎
申
込
締
切
有
り(
５
月
16
日) 

 

一
般
事
務 

 

技
術
䣗
土
木
・
機
械
・
建
築
・
電
気
・
化
学
䣘 

 

＊
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
䣎 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
他
䣍
村
役
場
ホ
䤀
ム

ペ
䤀
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

  
 

                 

小
笠
原
村
で
は
䣍
硫
黄
島
旧
島
民
の
就
農
並
び
に

農
業
者
の
経
営
規
模
の
拡
大
及
び
農
地
の
安
定
確
保

を
支
援
し
䣍
硫
黄
島
旧
島
民
定
住
促
進
と
一
般
農
業

振
興
を
図
る
た
め
䣍
平
成
30
年
10
月
か
ら
蝙
蝠
谷

農
業
団
地
を
運
営
し
て
い
ま
す
䣎
こ
の
度
䣍
次
の
と

お
り
第
五
期
就
農
者
を
募
集
し
ま
す
䣎 

䣗
応
募
資
格
䣘 

次
の
①
䦅
②
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

①
硫
黄
島
旧
島
民
で
䣍
就
農
意
欲
が
あ
り
䣍
就
農
を

許
可
し
た
日
以
降
に
母
島
に
在
住
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と 

②
硫
黄
島
旧
島
民
以
外
の
場
合
は
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と  

䥹
１
䥺
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と 

䥹
２
䥺
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
に
母
島
に
居
住

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と 

䥹
３
䥺
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
䣍
農

業
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
実
績
が
あ

る
こ
と
又
は
農
作
業
従
事
者
と
し
て
３
年

以
上
の
実
績
が
あ
る
こ
と 

䥹
４
䥺
農
地
の
安
定
確
保
又
は
規
模
拡
大
を
望
ん
で 

お
り
䣍
意
欲
的
に
就
農
で
き
る
こ
と 

※ 
䪮䪵
䪯䧸
農
業
経
営
主
䧸
実
績
及
䧽
農
作
業
従
事
者

䧸
実
績
䧵
䧮
䧐
䧰
䧹
䦼
別
䧵
定
䨋
䨔
基
準
䧘
䧎
䨓

䨈
す
䧸
䧱
䦼
詳
䧣
䧛
䧹
䧖
問
䧐
合
䨘
䧥
䧛
䧪
䧡

䧐
䦽 

䣗
募
集
人
数
䣘
３
名 

䣗
区
画
条
件
䣘 

            

・
貸
付
開
始
は
䣍
11
区
画
と
12
区
画
が
９
月
䣍
Ｓ

９
䣍
Ｓ
10
区
画
が
５
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
䣎 

・
Ｓ
９
䣍
Ｓ
10
区
画
は
斜
面
地
の
区
画
で
䣍
２
区

画
併
せ
て
の
募
集
と
な
り
ま
す
䣎 

・
使
用
料
は
都
内
農
地
賃
借
料
の
直
近
１
年
間
の
平

均
額
に
準
じ
て
お
り
䣍
毎
年
見
直
さ
れ
ま
す
䣎 

䣗
使
用
期
間
䣘 

最
長
10
年
間
䥹
更
新
に
関
す
る
定
め
あ
り
䥺 

䣗
応
募
期
間
䣘
４
月
15
日
䥹
金
䥺
ま
で 

䣗
応
募
方
法
䣘 

応
募
書
類
䣍
募
集
要
項
は
村
役
場
産
業
観
光
課
䣍

母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
䣎
募
集
内
容
等
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
䣍
産
業
観
光
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
䣎 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

    

有
料
老
人
ホ
䤀
ム
䣕
太
陽
の
郷
䣖
で
は
次
の
通
り

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎 

◎
介
護
員 

２
䦅
３
名 

䣗
業
務
内
容
䣘
介
護
業
務
全
般 

䣗
期
間
䣘
採
用
日
䦅
令
和
５
年
３
月
31
日 

䣗
勤
務
時
間
䣘 

①
午
前
䪸
時
䫻
午
後
䪺
時
15
分
䧸
間
䧸
䨺
䩘
䩋
勤
務 

②
午
前
８
時
30
分
䦅
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
希
望

に
応
じ
て
勤
務
可 

䣗
報
酬
額
䥹
時
給
䥺䣘 

１
䥻
０
４
３
円
䦅
１
䥻
２
７
２
円 

䣗
応
募
資
格
䣘 

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
初
任
者
講
習
修
了
相
当 

䣗
応
募
方
法
䣘 

応
募
先
䧵
連
絡
後
䦼
市
販
䧸
履
歴
書
䪮顔
写
真
添

付
䪯䧵
必
要
事
項
䨛
記
入
䧸
䧒
䧔
䦼
䧖
持
䧫
䧛
䧪
䧡

䧐
䦽
䪮任
用
䧸
際
䦼
免
許
証
䦼
資
格
証
等
䧸
写
䧣
䧘
必

要
䧲
䧴
䨓
䨈
す
䪯 

䣗
締
め
切
り
䣘
採
用
決
定
次
第
終
了 

※
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
・
応
募
先 

 

医
療
課
診
療
所
係 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 

太
陽
の
郷 

 
 
 

２―

３
８
８
１ 

                                       

蝙
蝠
谷
農
業
団
地
第
五
期
就
農
者
の
募
集
に

つ
い
て 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

小
笠
原
村
職
員
募
集 
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固
定
資
産
税
は
䣍
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
䣍
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
䣎 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
䣍
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
䣍
固
定
資
産
税
台
帳
䥹
名
寄
帳
䥺
の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
䣍
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
䣍
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
䣎 

䣗
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
䣘 

 

䣑
期
間
䣒
通
年 

 
 
 

䥹
土
日
・
休
日
を
除
く
䥺 

 

䣑
時
間
䣒
午
前
８
時
䦅
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

䥹
正
午
䦅
午
後
１
時
30
分
を
除
く
䥺 

䣗
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
䣘 

 

䣑
期
間
䣒
４
月
１
日
䥹
金
䥺
䦅
５
月
31
日(

火) 

 
 
 

䥹
土
日
・
休
日
を
除
く
䥺 

 

䣑
時
間
䣒
午
前
８
時
䦅
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

䥹
正
午
䦅
午
後
１
時
30
分
を
除
く
䥺 

䣗
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
䣘 

 

䣑
父
島
䣒
財
政
課
税
務
係 

 

䣑
母
島
䣒
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

          

   

４
月
１
日
付 

 

◎
異
動 

䣑 

䣒
内
は
旧
所
属 

䣗
課
長
級
䣘 

総
務
課
企
画
政
策
室
長
䥹
昇
任
䥺 

 

浅
賀 

享
平 

䧀
総
務
課
企
画
政
策
室
課
長
補
佐
䧁 

村
民
課
長 

 

嶋 

太
郎
䣑
環
境
課
長
䣒 

医
療
課
長 

 

鶴
田 

典
之
䣑
議
会
事
務
局
長
䣒 

環
境
課
長
䥹
昇
任
䥺 

 

石
原 

洋
介
䣑
村
民
課
課
長
補
佐
住
民
係
長
䣒 

議
会
事
務
局
長 

 
村
井 

達
人
䣑
村
民
課
長
䣒 

䣗
課
長
補
佐
級
䣘 

総
務
課
課
長
補
佐
総
務
係
長 

柏
木 

徹 

䧀
産
業
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
観
光
係
長
䧁 

総
務
課
企
画
政
策
室
課
長
補
佐 

 

亀
山 

祐
子
䣑
村
民
課
課
長
補
佐
福
祉
係
長
䣒 

村
民
課
課
長
補
佐
住
民
係
長 

 

和
田 

東
䣑
村
民
課
課
長
補
佐
䥹
課
務
担
当
䥺䣒 

村
民
課
課
長
補
佐
福
祉
係
長 

 

山
下 

正
裕 

䣑
総
務
課
課
長
補
佐
䥹
連
絡
調
整
担
当
䥺䣒 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
観
光
係
長
䥹
昇
任
䥺 

 

小
野
寺 

将
嘉 

䣑
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
䣒 

䣗
係
長
級
䣘 

総
務
課
総
務
係
主
査
䥹
連
絡
調
整
担
当
䥺 

 

椎
名 

裕
太
䣑
教
育
課
教
育
係
主
査
䣒 

総
務
課
総
務
係
主
査
䥹
昇
任
䥺 

 

古
川 

奈
央
子
䣑
総
務
課
総
務
係
主
任
䣒 

村
民
課
住
民
係
主
査 

 

工
藤 

弘
䣑
医
療
課
診
療
所
係
主
査
䣒 

村
民
課
住
民
係
主
査 

 

菊
池 

康
彦
䣑
財
政
課
税
務
係
主
査
䣒 

医
療
課
診
療
所
係
主
任
介
護
福
祉
士 

䥹
太
陽
の
郷
䥺䥹
昇
任
䥺 

 

髙
橋 

は
る
み 

䣑
医
療
課
診
療
所
係
䥹
太
陽
の
郷
䥺䣒 

䣗
主
任
級
䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
母
島
診
療
所
䥺 

 

木
村 

将 

䣑
医
療
課
診
療
所
係
䥹
小
笠
原
村
診
療
所
䥺䣒 

母
島
支
所
庶
務
係
主
任 

 

瀬
尾 

佑
䣑
総
務
課
総
務
係
主
任
䣒 

䣗
主
事
級
䣘 

財
政
課
財
政
係
䥹
復
職
䥺 

 

松
澤 

智
子
䣑
総
務
課
䣒 

村
民
課
福
祉
係 

 

鈴
木 

理
恵
䣑
建
設
水
道
課
䣒 

教
育
課
教
育
係 

 

木
﨑 

守
䣑
総
務
課
情
報
通
信
係
䣒 

◎
採
用 

䣗
主
任
級
䣘 

村
民
課
福
祉
係
䥹
父
島
保
育
園
䥺 

 

岩
田 

奈
津
子 

䥹
保
育
士
䥽
任
期
令
和
５
年
３
月
31
日
䥺 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

米
塚 

佐
世
子 

䣗
主
事
級
䣘 

 

総
務
課
付 

若
松 

千
裕 

 

 

財
政
課
付 

近
藤 

希 

 

医
療
課
付 

石
橋 

陸 

 

産
業
観
光
課
付 

關 

祥
子 

䣗
再
任
用
䥹
継
続
䥺䣘 

建
設
水
道
課
主
査 

千
葉 

勇
人 

◎
派
遣 

䣗
赴
任
䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
小
笠
原
村
診
療
所
䥺 

 

德
野 

愛
䥹
医
師
䥺 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
母
島
診
療
所
䥺 

 

德
野 

隼
人
䥹
医
師
䥺 

 

３
月
31
日
付 

◎
退
職  

䣗
定
年
退
職
䣘 

総
務
課
企
画
政
策
室
長 

樋
口 

博 

医
療
課
長 

佐
々
木 

英
樹 

䣗
退
職
䣘 

総
務
課
課
長
補
佐
総
務
係
長 

 

及
川 

英
典 

村
民
課
母
島
保
育
園
園
長 

 

渡
邊 

眞
理
䪮保
育
士
䪯 

母
島
支
所
課
長
補
佐
䥹
庶
務
担
当
䥺 

 

町
井 

和
博 

村
民
課
福
祉
係 

 

星
野
䩡
䩇
䨫
䪮看
護
師
䪼任
期
満
了
䪯 

医
療
課
診
療
所
係
䪮小
笠
原
村
診
療
所
䪯  

栗
原 

智
䪮医
師
䪯 

医
療
課
診
療
所
係
䪮小
笠
原
村
診
療
所
䪯  

高
石 

智
子
䪮栄
養
士
䪯 

医
療
課
診
療
所
係
䪮母
島
診
療
所
䪯  

植
田 

美
帆
䪮看
護
師
䪯 

財
政
課
財
政
係 

 

田
村 

朋
宏 

村
民
課
住
民
係 

 

新
田 

聖
奈 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

尾
山 

匠 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

秋
本 

裕
智 

◎
派
遣 

䣗
帰
任
䣘 

医
療
課
診
療
所
係
䥹
母
島
診
療
所
䥺 

 

伊
藤 

憲
治
䥹
医
師
䥺 

       

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び

価
格
縦
覧
帳
の
縦
覧 

小
笠
原
村
人
事
異
動 
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４
月
１
日
か
ら
村
営
バ
ス
の
定
期
乗
車
券
䥹
大

人
・
子
供
䥺
の
利
用
期
間
を
䣍
３
箇
月
か
ら
１
年
間

に
変
更
し
ま
す
䣎 

※
購
入
金
額
は
䣍
以
前
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
䣎 

  

〇
大
人
䥽
定
期
乗
車
券 

䪸
䪰
䪲
䪲
䪲
円
／
年
間 

 

〇
子
供
䥹
小
学
生
以
下
䥺 

䪼定
期
乗
車
券 

䪵
䪰
䪲
䪲
䪲
円
／
年
間 

  

皆
様
こ
の
機
会
に
䣍
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

      

䨷
䩻
䩮
䩊
䩶
䨩
䨦
䩻
䨲
期
間
中
䧸
䪶
月
30
日 

䪮土
䪯䦼
䪷
月
䪳
日
䪮日
䪯䦼
䪷
月
䪵
日
䪮火
䪯䫻
䪷
日
䪮木
䪯

䧹
䦼
扇
浦
線
䨛
増
便
䧣
䧰
運
行
䧣
䨈
す
䦽 

 

䣗
臨
時
増
便
䣘 

○
午
後
２
時
45
分
䥹
村
役
場
前
発
䥺 

○
午
後
３
時
10
分
䥹
小
港
海
岸
発
䥺 

  

休
日
の
お
出
か
け
に
は
䣍
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２―

３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

  

                     
 

    

扇
浦
休
憩
所
及
び
扇
浦
園
地
を
イ
ベ
ン
ト
等
で
䣍

占
用
利
用
す
る
際
は
䣍
村
役
場
産
業
観
光
課
へ
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
䣎 

 
 

 

○
届
け
出
方
法
䥽
村
役
場
産
業
観
光
課
に
て
䣍
所
定

の
様
式
に
記
入
し
䣍
ご
提
出
く
だ
さ
い
䣎 

  

な
お
䣍
他
団
体
と
利
用
日
が
重
複
し
た
場
合
は
䣍

先
着
順
と
な
り
ま
す
䣎 

 

ご
利
用
の
皆
様
が
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
く
た

め
䣍
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

    

䣗
実
施
日
程
䣘
４
月
14
日
䥹
木
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
後
７
時
䦅
午
後
９
時 

䣗
実
施
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀 

䣗
行
政
相
談
委
員
䣘 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

䣑
住
所
䣒
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

䣑
電
話
䣒
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

     

竹
芝
客
船
タ
䤀
ミ
ナ
ル
２
階
䣓
小
笠
原
村
東
京
連

絡
事
務
所
䣔
で
は
䣍
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
を
対
象
に
䣍
住
民
票
の
写
し
䣍
印
鑑
証
明
書

な
ど
の
証
明
書
交
付
サ
䤀
ビ
ス
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 
 

当
サ
䤀
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
䣎
ご
利
用
の
際
は
村
民
課
住
民
係
ま
で
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

    
䪶
月
䪶
日
䪮月
䪯䧸
午
後
䧹
䦼
引
䧭
越
䧣
䧵
伴
䧒
転
入

手
続
䧙
䧘
集
中
䧣
䦼
村
民
課
窓
口
䧘
大
変
混
䨉
合
䧒

䧟
䧲
䧘
予
想
䧡
䨕
䨈
す
䦽
通
常
䨑
䨓
䨌
手
続
䧙
䧵
䧖

時
間
䧘
䧗
䧗
䨔
場
合
䨌
䧎
䨓
䨈
す
䧸
䧱
䦼
時
間
䧵
余

裕
䨛
䨌
䧭
䧰
䧖
越
䧣
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽
䨈
䧩
䦼
䧖
急
䧚
䧱
䧴
䧐

方
䧹
䦼
転
入
手
続
䧙
䧘
集
中
す
䨔
時
期
䨛
避
䧝
䧰
窓

口
䨂䧖
越
䧣
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽
䧠
迷
惑
䨛
䧖
䧗
䧝
䧣
䨈
す

䧘
䦼
䧠
理
解
䧲
䧠
協
力
䨛
䧖
願
䧐
䧣
䨈
す
䦽 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

         

○
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

䣓
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
䣔䣍

歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等
の
安
全
運
転
意
識

の
向
上
䣔䣍䣓
自
転
車
の
交
通
ル
䤀
ル
遵
守
の
徹
底
と

安
全
確
保
䣔
を
テ
䤀
マ
に
䣍
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
を
行
い
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
飲
酒
運
転
䣍
シ
䤀
ト
ベ
ル
ト
の
取
締
り
等

も
強
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
䣍
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
䣎 

䣗
期
間
䣘 

４
月
６
日(

水)

䦅
15
日(

金)

ま
で
の
10
日
間 

 

○
交
通
安
全
キ
䣺
ン
ペ
䤀
ン(

少
年
団
活
動) 

䣗
日
時
䣘 

４
月
９
日(

土) 
 

午
後
１
時
䦅
３
時(

雨
天
中
止) 

䣗
場
所
䣘
東
町
三
角
公
園 

䣗
内
容
䣘
パ
ト
カ
䤀
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
等 

(

写
真
撮
影
で
き
ま
す) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２―

２
１
１
０ 

   

    

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

定
期
乗
車
券
の
利
用
期
間
変
更
に
つ
い
て 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ゴ
䤀
ル
デ
ン
ウ
䣵
䤀
ク
臨
時
運
行 

行
政
相
談
所
の
開
設 

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所
で
の
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て 

本
庁
窓
口
の
混
雑
に
つ
い
て 

小
笠
原
警
察
署
の
お
知
ら
せ 

扇
浦
休
憩
所
・
扇
浦
園
地
の
占
用
利
用
に
つ

い
て 
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令
和
４
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
䣎 

交
通
少
年
団
は
䣍
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
䣍
団
員
自
ら
が
ル
䤀

ル
や
マ
ナ
䤀
を
守
り
䣍
思
い
や
り
の
心
を
持
䣬
た
社

会
人
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
䣎 

主
な
活
動
は
䣍
交
通
安
全
キ
䣺
ン
ペ
䤀
ン
や
パ
ト

カ
䤀
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
䣍
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
申
込
資
格
䣘 

 

小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
䦅
６
年
生 

䣗
申
込
期
間
䣘 

 

本
募
集
要
項
掲
載
日
か
ら
４
月
30
日
午
後
５
時

ま
で
の
間(

入
団
式
に
つ
い
て
は
５
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
䣎) 

䣗
申
込
場
所
䣘 

 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署 

※
申
込
書
は
警
察
署
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
䣎 

 

 

●
問
合
せ
先 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 

２―

２
１
１
０ 

     

東
京
都
で
は
䣍
父
島
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

䣓
あ
り
の
ま
ま
に
い
の
ち
が
輝
く
䣍
別
世
界
を
生
き

る
島
䣔
と
母
島
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
䣓
み
ん
な

が
䣕
ら
し
く
䣖
暮
ら
せ
る
䣍
母
な
る
島
䣔
に
基
づ

き
䣍
島
の
魅
力
を
島
内
外
に
広
げ
䣍
各
々
の
島
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
募
集
し
ま
す
䣎 

募
集
期
間
は
䣍
４
月
15
日
䦅
５
月
９
日
ま
で
で

す
䣎 

募
集
要
領
等
詳
細
は
䣍
東
京
宝
島
Ｈ
Ｐ
䥹
添
付
Ｑ

Ｒ
コ
䤀
ド
䥺
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
䣎 

      ●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
行
政
部
振
興
企
画
課 

事
業
推
進
担
当 

 

０
３―

５
３
８
８―

２
４
３
６ 

      

䣗
募
集
対
象
䣘 

◎
母
島 

 

沖
村
第
２
ア
パ
䤀
ト 

３
号
棟
１
０
７
号
室 

沖
村
第
２
ア
パ
䤀
ト 

３
号
棟
３
０
７
号
室 

 
２
Ｋ
住
宅 

４
３
䥼
６
㎡ 

䣗
申
込
資
格
䣘 

申
込
日
現
在
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
項
目
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
方
䣎 

① 

申
込
者
本
人
が
䣍
次
の
ア
䦅
ウ
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
䣎 

ア 

旧
島
民
䥹
昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に

住
所
を
有
し
䣍
か
つ
䣍
昭
和
43
年
６
月
25
日
に

小
笠
原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て

い
た
方
䣎
以
下
同
じ
䣎䥺
で
䣍
小
笠
原
諸
島
に
永

住
を
希
望
す
る
方
䣎 

イ 

旧
島
民
の
父
母
䣍
配
偶
者
䥹
届
出
を
出
し
て
い

な
い
が
䣍
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
も
の
を
含
む
䣎
以
下
同
じ
䣎䥺
並
び
に
子
及
び

孫
並
び
に
こ
れ
ら
の
配
偶
者
で
䣍
小
笠
原
諸
島
に

永
住
を
希
望
す
る
方
䣎 

ウ 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方
䣎 

② 

独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
方
䣎 

③ 

同
居
し
て
い
る
か
䣍
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
が
い
る
方
䣎
但
し
䣍
60
歳
以
上
の
方
は
単

身
で
も
申
込
で
き
ま
す
䥹
身
体
上
又
は
精
神
上
著

し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と

し
な
い
方
䥺䣎 

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
䣎
ま
た
は
住
宅
に
困

窮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
䣎 

⑤
䣓
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
䣔
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方
䣎

䪮同
居
者
及
䧽
同
居
䧣
䨑
䧒
䧲
す
䨔
者
䨛
含
䨊
䦽
䪯 

䣗
募
集
案
内
の
配
布
期
間
䣘 

４
月
11
日
䥹
月
䥺
䦅
28
日
䥹
木
䥺
ま
で
の
開
庁

日
䣎䥹
午
前
８
時
30
分
䦅
12
時
ま
で
䣍
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で
䣎䥺 

䣗
募
集
案
内
配
布
場
所
䣘 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

※
小
笠
原
支
庁
公
式
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
䣎 

※
３
０
７
号
室
は
䣍
居
室
内
で
病
死
䣍
自
殺
等
が
あ
䣬
た

事
故
住
宅
で
す
䣎 

 

䣗
申
込
受
付
期
間
䣘 

４
月
18
日
䥹
月
䥺
䦅
28
日
䥹
木
䥺
ま
で
の
開
庁

日
䣎䥹
午
前
８
時
30
分
䦅
11
時
30
分
ま
で
䣍
午
後

１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で
䣎䥺 

※
郵
送
䧸
場
合
䧹
䪶
月
11
日
䪮月
䪯䫻
20
日
䪮水
䪯䨈
䧱

䧸
消
印
有
効
䦽 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
小
笠
原
支
庁 

土
木
課
住
宅
担
当 

 

２―

２
１
６
９ 

       

      

海
岸
近
く
の
国
有
林
地
に
は
䣍
カ
ヤ
䣹
ク
や
サ
䤀

フ
ボ
䤀
ド
等
を
放
置
せ
ず
䣍
持
ち
帰
る
よ
う
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
䣎
こ
の
度
䣍
小
港
海
岸
の
国
有
林

地
の
一
部
を
小
笠
原
村
観
光
協
会
に
お
貸
し
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

こ
れ
に
伴
い
䣍
一
度
現
地
を
整
理
し
ま
す
の
で
䣍

小
港
海
岸
に
カ
ヤ
䣹
ク
や
サ
䤀
フ
ボ
䤀
ド
等
を
放
置

さ
れ
て
い
る
方
は
䣍
次
の
期
日
ま
で
に
撤
去
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
期
日
䣘
５
月
31
日(

火)

ま
で 

※
撤
去
頂
け
な
い
場
合
は
こ
ち
ら
で
処
理
い
た
し
ま

す
䣎
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

●
問
合
せ
先 

 

䥹
国
有
林
野
の
保
全
に
つ
い
て
䥺 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

国
有
林
課 

２―

２
１
０
３ 

    

䣗
日
時
䣘
４
月
19
日
䥹
火
䥺
午
後
４
時
䦅
６
時 

䣗
場
所
䣘
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                         

䣗
相
談
内
容
䣘 

○
労
働
条
件
䥹
労
働
時
間
䣍
安
全
衛
生
䣍
賃
金
䣍
退

職
・
解
雇
な
ど
䥺 

○
求
人
求
職
䥹
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
䥺 

○
労
災
保
険
䥹
加
入
䣍
労
災
給
付
な
ど
䥺 

○
雇
用
保
険
䥹
加
入
䣍
失
業
給
付
な
ど
䥺 

※
当
日
䣍
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
䣍
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

 

２―

２
１
０
２ 

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集
に
つ

い
て 

東
京
宝
島
事
業 

島
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
た
取
組
を
募
集 

令
和
４
年
度
䥹
第
１
回
䥺
東
京
都
小
笠
原

住
宅
あ
き
家
入
居
者
募
集
䥹
母
島
一
般
䥺 

カ
ヤ
䣹
ク
䣍
サ
䤀
フ
ボ
䤀
ド
等
の
放
置

に
つ
い
て 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
䣯
振
興
公
社
で
は
䣍

島
し
䣯
地
域
の
グ
ル
䤀
プ
等
が
䣍
島
し
䣯
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
䣍
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
䣎
詳
し
く
は
䣍
島
し
䣯
振
興

公
社
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
募
集
期
間
䣘 

４
月
20
日
䥹
水
䥺
ま
で 

䣗
対
象
事
業
䣘 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
䥹
①
地
域
振
興

に
係
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
高
付
加
価
値
化
に
資
す
る

事
業
②
関
係
人
口
に
資
す
る
事
業
䥺 

䣗
補
助
対
象
団
体
䣘 

○
概
ね
５
名
以
上
䥹
村
在
住
者
䥺
で
組
織
さ
れ
䣍
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
䣯
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
䣍
中
小
企
業
者
䣍
中
小
企
業
団
体
等
䣍

組
合
䣍
財
団
法
人
䣍
社
団
法
人
䣍
特
定
非
営
利
活

動
法
人
䣍
そ
の
他
東
京
都
島
し
䣯
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
䣯
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

䣗
補
助
金
額
䣘
補
助
対
象
経
費
䧸
䪷
分
䧸
䪶
以
内
䧱
䪳

䪲
䪲
万
円
䨛
限
度
䧲
す
䨔
䦽(

特
䧵
必

要
䧲
認
䨋
䨒
䨕
䨔
場
合
䧹
䪴
䪲
䪲
万

円) 

䣗
事
業
期
間
䣘 

事
業
開
始
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で 

䣗
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
䣘 

䣑
父
島
䣒
総
務
課
総
務
係 

䣑
母
島
䣒
母
島
支
所
庶
務
係 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

  
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
䣯
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

                  

う
ま
く
飛
べ
ず
に
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を

見
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
䣍
た
い
て
い
近
く
に

親
鳥
が
い
ま
す
䣎
巣
立
ち
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
親

鳥
と
一
緒
に
行
動
し
䣍
餌
の
と
り
方
や
敵
か
ら
の
身

の
守
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
䣎 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
䣍
ヒ
ナ
を
連

れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
䣎
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

い
保
護
し
て
し
ま
う
と
親
鳥
の
元
に
返
せ
ず
䣍
野
生

の
世
界
に
戻
れ
な
く
な
䣬
て
し
ま
い
ま
す
䣎
道
路
で

見
か
け
た
と
き
は
近
く
の
木
の
上
な
ど
安
全
な
場
所

に
移
し
䣍
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
䣯
う
䣎 

ま
だ
羽
毛
が
生
え
そ
ろ
䣬
て
い
な
い
ヒ
ナ
が
地
面

に
い
た
ら
䣍
近
く
の
巣
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
䣯
う
䣎

近
く
に
巣
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
な
ど
は
䣍
次
の
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 ●
問
合
せ
先  

 

Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
䣻
䤀 

䥹
父
島
䥺
０
８
０-

２
０
３
５-

８
０
７
８ 

䥹
母
島
䥺
０
８
０-

８
４
９
７-

３
７
６
４ 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

       

２―

２
１
２
５ 

                    

公
開
講
座䧄
磯
䧸
生
物
観
察
䧅䧸
開
催
䧵
䧮
䧐
䧰 

磯
䧵
棲
䨊
生
物
䧵
䧮
䧐
䧰
䦼
顕
微
鏡
䨛
使
用
䧣
䧩
微
細

構
造
䧸
観
察
や
解
剖
䧵
䨑
䨔
観
察
䨛
行
䧐
䨈
す
䦽 

䧆
期
間
䧇䪶
月
30
日
䫻
䪷
月
21
日
䩺全
䪶
回 

䧆
会
場
䧇東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
等 

䧆
対
象
䧇小
学
校
䪷
年
生
以
上 

䧆
募
集
䧇定
員
䪺
名
䪮応
募
多
数
䧸
場
合
抽
選
䪯 

䧆
受
講
料
䧇䪳
䪰
䪲
䪲
䪲
円
䪮高
校
生
以
下
無
料
䪯 

䧆
申
込
䧇䪶
月
22
日
䨈
䧱
䪮電
話
申
込
䪯 

 

施
設
開
放
事
業
䧵
䧮
䧐
䧰 

夜
間
䩺休
日
等
䧵
施
設
開
放
䨛
行
䧭
䧰
䧖
䨓
䨈
す
䦽 

䧆
屋
外
䧇䨳
䩬
䨩
䩶
䩌
䩺䩉
䩎
䨼
䨶
䩻
䩋 

䧆
屋
内
䧇体
育
館
䩺武
道
場
䩺音
楽
室 

䪮䪵
施
設
䧲
䨌
希
望
䧵
䨑
䨓
冷
房
使
用
可
䪯 

䧆
対
象
䧇地
域
䧸
方
䧱
構
成
す
䨔
10
名
以
上
䧸
団
体 

䧆
手
続
䧇年
度
䧠
䧲
䧸
団
体
登
録
䩺事
前
䧸
使
用
申
込
䧘

必
要
䧱
す
䦽
随
時
受
付
䧰
䧖
䨓
䨈
す
䦽 

䧆
使
用
料
䧇無
料
䦽
䧩
䧪
䧣
照
明
䩺冷
房
䧸
使
用
䧵
伴
䧐

電
気
代
䨛
御
負
担
䧐
䧩
䧪
䧛
場
合
䧘
䧎

䨓
䨈
す
䦽 

図
書
館
開
放
に
つ
い
て 

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
30
分
䦅
午
後
５
時
に
本

校
図
書
館
を
一
般
開
放
し
て
お
り
ま
す
䣎
事
前
申
込

不
要
で
す
䣎 

 

※
御
利
用
䧵
当
䧩
䧭
䧰
䧹
䦼
当
面
䧸
間
䦼
検
温
䩺手
指
消

毒
等
感
染
症
対
策
䧵
御
協
力
䧐
䧩
䧪
䧙
䨈
す
䦽 

※
い
ず
れ
も
䣍
国
等
が
行
う
感
染
症
対
策
の
対
象
地

域
に
該
当
す
る
場
合
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

 

２―

２
３
４
６ 

    

村
民
だ
よ
り
１
月
号
で
開
催
を
お
知
ら
せ
し
た
令

和
３
年
度
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
䤀
成
果
報
告
会
は
䣍

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
䣍
延

期
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
䣍
収
束
の

見
え
な
い
状
況
が
続
く
中
䣍
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
䣎
ご
期
待
に
沿
え
ず
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
䣎 

ま
た
䣍
延
期
に
つ
い
て
の
周
知
が
不
十
分
で
䣍
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
䣎 

令
和
３
年
度
の
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
䣍
支
庁
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
䣎 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
䤀 

２―

２
１
０
４ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

䥹
第
１
回
䥺 

ヒ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
で
で
く
だ

さ
い
春
は
陸
鳥
の
繁
殖
シ
䤀
ズ
ン
で

す
！ 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
䤀
成
果
報
告
会
の

中
止
に
つ
い
て 
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小
笠
原
諸
島
で
は
䣍
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
䣍
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
䣎
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
䣍
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
䣍
30
年
余
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
䣍
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
䣎 

最
近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
䣍
令
和
３

年
に
䣍
福
岡
県
䣍
佐
賀
県
䣍
長
崎
県
䣍
熊
本
県
及
び

鹿
児
島
県
の
䣍
い
ず
れ
も
複
数
の
市
町
村
に
お
い
て

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
ト
ラ
䣹
プ
へ
の
誘
殺
が
確
認
さ

れ
䣍
現
在
定
着
を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
過
去
に
は
䣍
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
䣍
寄
主
果
実

の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
䣍
約
１
８
０
０
ト

ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
䣍
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
䣎 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
䣍
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域
䥹
東
南
ア
ジ
ア
等
䥺
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に

よ
り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
䣍
小
笠
原

総
合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再

侵
入
警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で
防

ぐ
こ
と
は
䣍
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を
守

る
た
め
䣍
重
要
な
こ
と
で
す
䣎 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
䣍
植
物
防
疫
制
度

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

䣗
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
䣘 

 

植
物
防
疫
法
で
は
䣍
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
䣍
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
䣍
果
物
䣍
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
䣎
ま
た
䣍
関
税
法
で

も
䣍
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
䣎 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
䣍
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
䣍
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 

䣗
小
笠
原
䧗
䨒
持
䧫
出
䧥
䧴
䧐
䨌
䧸
䨌
䧎
䨓
䨈
す
！
䧇 

小
笠
原
諸
島
に
は
䣍
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
䣍
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
䣍
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
䣎
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
䣍
植
物
防
疫
法
に
よ
り
䣍
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
䣍
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
䣎 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
䣍
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
䣍
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎 

 

ま
た
䣍
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

の
卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
䣍

土
壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前

に
小
笠
原
総
合
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
䣎 

䣏
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
䣐 

䣑
害
虫
䣒
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
䣍
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
䣍
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

䣑
植
物
䣒
ア
サ
ガ
オ
䣍
サ
ツ
マ
イ
モ
䣍
ヨ
ウ
サ
イ

䥹
空
心
菜
䥺䣍
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の

生
茎
葉
及
び
地
下
部 

䣏
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
䣐 

䣑
宅
配
便
・
貨
物
等
䣒 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

䥹
平
日
午
前
８
時
䦅
午
後
５
時
15
分
䥺 

䣑
手
荷
物
・
携
帯
品
䣒 

二
見
港
船
客
待
合
所 

䥹
お
が
さ
わ
ら
丸 

出
港
１
時
間
前
䦅
䥺 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２―

２
１
０
２ 

  
 

 

   

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
試
験
日
䣘
６
月
12
日
䥹
日
䥺 

䣗
申
込
期
間
䣘 

４
月
25
日
䥹
月
䥺
䦅
５
月
12
日
䥹
木
䥺 

䣗
受
験
料
䣘 

 

䥹
３
級
䥺
２
䥻
８
５
０
円 

 

䥹
２
級
䥺
４
䥻
７
２
０
円 

䣗
試
験
会
場
䣘 

父
島 

商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

 
 

母
島 

村
民
会
館 

 
 

２
階
会
議
室 

尚
䦼
申
䧣
込
䨉
期
間
䨛
過
䧚
䧰
䧗
䨒
䧸
䨰
䩦
䩶
䨾
䩮
䩺

級
䧸
変
更
䧹
䧱
䧙
䨈
䧥
䨜
䦽
䧠
了
承
願
䧐
䨈
す
䦽 

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
䣎 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２―

２
６
６
６ 

     

東
京
都
で
は
䣍
島
し
䣯
に
居
住
さ
れ
る
方
を 

対
象
と
し
て
䣍
弁
護
士
の
法
律
相
談
䥹
電
話
相
談
䥺

を
実
施
し
て
い
ま
す
䣎
相
談
は
無
料
で
す
䣎 

             

䣗
相
談
日
䣘
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
䣎 

䣗
相
談
時
間
䣘
午
後
１
時
䦅
４
時 

                         

※
相
談
時
間
中
は
䣍
直
接
䣍
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
䣍
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
䣍
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
䣎 

※
事
前
予
約
は
䣍
月
䦅
金
曜
日
の
午
前
９
時
䦅
午
後

５
時
䥹
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
䥺
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
䤀
ツ
局 

都
民
生
活
部
地
域

活
動
推
進
課      

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

 

⎇
相
談
者
⎡
␁
␓
⏎
⏺
⏡
␢
⎢ 

固
⎂
守
⎼
⎿
⎙
⍷
⎱
⎌
⎡
⎚
⍥ 

安
心
⎊
⎙
⎇
相
談
⎂
⎓
⎈
⍷
⍦ 

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る 

䣓
島
し
䣯
法
律
相
談
䣔
の
ご
案
内 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
御
協
力
依
頼 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 
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東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
䣎
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
䣎䥹
※
予
約
が
必
要
で
す
䣎䥺 

䣗
相
談
内
容
・
時
間
䣘 

無
料
法
律
相
談
䥹
１
コ
マ
40
分
以
内
䥺 

※
相
談
䧸
際
䧹
䩡
䨼
䨲
䧸
着
用
䧵
䧠
協
力
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

䣗
母
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
23
日
䥹
土
䥺
午
後
７
時
䦅
９
時 

䣑
場
所
䣒
母
島
支
所 

䣗
父
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
24
日
䥹
日
䥺
午
後
５
時
䦅
７
時 

䣑
場
所
䣒
村
役
場 

䣗
予
約
受
付
時
間
䣘 

午
前
９
時
30
分
䦅
午
後
５
時 

䪮土
䦼
日
䦼
祝
祭
日
䧖
䨑
䧽
正
午
䫻
午
後
䪳
時
䨛
除
䧛
䪯 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
䤀 

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
䣯
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
䣎 

䣗
相
談
内
容
䣘
無
料
一
般
相
談 

䣗
実
施
日
程
䣘
４
月
22
日
䥹
金
䥺 

䣗
実
施
時
間
䣘
午
前
10
時
䦅
正
午 

䥹
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
䥺 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
䣍
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

䥹
受
付
時
間
䥽
平
日
午
前
９
時
半
䦅
午
後
４
時
半
䥺 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

         

対
象
者
の
方
に
は
䣍
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
４
か
月
䣍
７
か
月
䣍
10
か
月
䣍
１
歳

６
か
月
䣍
２
歳
６
か
月
䥹
歯
科
健
診

の
み
䥺䣍
３
歳
の
乳
幼
児 

䣗
父
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
14
日
䥹
木
䥺 

䣑
受
付
時
間
䣒 

午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

䣑
場
所
䣒
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階 

大
会
議
室 

䣗
母
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
19
日
䥹
火
䥺 

䣑
受
付
時
間
䣒 

午
後
２
時
䦅
３
時
30
分 

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所
䪴
階
䨮
䩶
䩘
䨤
䩯
䩶
䨼
䩮
䩻
䩣 

＊
な
お
䣍
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
䣍
お
手
数
で
す
が
䣍
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
䣎䥹
役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
䥺 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 

３―
２
１
１
１ 

   

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
䣎
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
䤀
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
䣍
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ヨ
ガ
を
行
い
ま
す
䣎
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
䣎 

䣗
日
時
䣘
４
月
27
日
䥹
水
䥺 

午
前
９
時
30
分
䦅
10
時
30
分 

(

䧖
座
䨓
前
䨈
䧱
䧸
䧖
子
様
䧲
保
護
者) 

午
前
10
時
45
分
䦅
11
時
45
分 

(

䧖
座
䨓
䧘
出
来
䨔
䧖
子
様
䧲
保
護
者) 

䣗
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階 

大
会
議
室 

䣗
持
ち
物
䣘
飲
み
物
䣍
タ
オ
ル
䣍
締
め
付
け
な
い
楽

な
服
装
䪮䩫
䨯
䩡
䩆
䩋
䨛
䧖
持
䧫
䧸
方
䧹

䧠
持
参
䧛
䧪
䧡
䧐
䪯 

䣗
予
約
締
切
䣘
４
月
22
日
䥹
金
䥺 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響
に
よ
り
䣍
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
䣍
福
祉
係
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
䣎 

       

厚
生
労
働
省
の
通
知
を
受
け
䣍
今
年
度
よ
り
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
䣎
対
象
と
な
る
方
に
は
ご
案
内
を
郵

送
予
定
で
す
䣎
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
䣍
事
前
に
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘 

小
学
校
６
年
生
䦅
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
女
子
䥹
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
中
学
校
１
年
生
の

た
め
䣍
小
学
校
６
年
生
に
は
来
年
度
通
知
し
ま
す
䣎䥺 

※
ま
た
平
成
９
䦅
17
年
度
生
ま
れ
の
女
子
で
積
極

的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
の
機
会
を
逃

し
た
方
も
公
費
で
接
種
が
可
能
で
す
䣎
お
問
合
せ

下
さ
い
䣎 

䣗
標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
䣻
䤀
ル
䣘 

１
回
目
接
種
後
２
月
あ
け
て
２
回
目
接
種
し
䣍
１

回
目
接
種
か
ら
６
月
あ
け
て
３
回
目
を
接
種 

䣗
父
島
䣘 

䣑
日
時
䣒 

毎
月
第
４
木
曜
日
䪮䪸
月
䧹
第
䪷
木
曜
日
䦼
䪴
月
䧹

第
䪵
木
曜
日
䪯午
後
䪵
時
45
分
䫻
䪶
時
45
分
䪮接

種
完
了
䧵
䧹
計
䪵
回
䧸
接
種
䧘
必
要
䧱
す
䦽
䪯 

䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䣗
母
島
䣘 

䣑
日
時
䣒 

１
回
目:

５
月
26
日
䥹
木
䥺 

２
回
目:

７
月
28
日
䥹
木
䥺 

３
回
目:

12
月
22
日
䥹
木
䥺 

 
 

午
後
３
時
30
分
䦅
４
時
30
分
䥹
全
日
程
で
の 

接
種
が
必
要
で
す
䣎
難
し
い
場
合
は
ご
相
談 

下
さ
い
䥺 

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䣗
費
用
䣘
無
料 

䣗
予
約
締
切
䣘 

䣑
父
島
䣒
各
月
接
種
日
の
２
週
間
前
ま
で 

䣑
母
島
䣒
５
月
12
日
䥹
木
䥺
ま
で 

䪮締
䨋
切
䨓
䨛
過
䧚
䧰
䨌
別
日
程
䧱
接
種
可
能
䧱
す
䦽

䧠
相
談
下
䧡
䧐
䦽
䪯 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   
 

４
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
䣎 

䣗
父
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
７
日
䥹
木
䥺 

午
後
２
時
30
分
䦅
４
時 

䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

＊
父
島
は
予
約
制
で
す
䣎
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
母
島
䣘 

䣑
日
時
䣒
４
月
７
日
䥹
木
䥺 

午
後
３
時
30
分
䦅
４
時 

 
 
   

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
ワ
ク
チ
ン 

䩕
䩙
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
小
児
用
肺
炎
球
菌
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
四

種
混
合
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
䫀
䫁
䫅
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
麻
䧣
䨜
風
䧣
䨜

混
合
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
水
痘
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
日
本
脳
炎
䩲
䨲
䩄

䩶
䦼
䫀
型
肝
炎
䩲
䨲
䩄
䩶
䦼
䩰
䩂
䩲
䨲
䩄
䩶 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

育
児
学
級
䥹
親
子
ヨ
ガ
教
室
䥺
父
島 

子
宮
頸
が
ん
予
防
䥹
Ｈ
Ｐ
Ｖ
䥺
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て 

定
期
予
防
接
種 
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日
本
脳
炎
䣍
麻
し
ん
・
風
し
ん
䥹
保
育
園
年

長
䥺・
二
種
混
合
䥹
小
学
校
６
年
生
相
当
䥺䣍
子
宮
頸

が
ん
の
対
象
者
へ
は
䣍
日
程
の
詳
細
と
予
診
票
を
後

日
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
䣎 

                               

    

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

                                

    

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
２
を
開
講
し
ま
す
䣎 

䣗
対
象
者
䣘
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

䣗
日
程
䣘
火
・
木
曜
日
䥹
祝
祭
日
は
除
く
䥺 

䣗
持
ち
物
䣘
タ
オ
ル
䣍
運
動
に
適
し
た
服
装
䣍
飲
み

物
䣍
上
履
き 

◎
父
島 

䣗
時
間
䣘
午
前
９
時
30
分
䦅
11
時 

䣗
場
所
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
２
階
大
会
議
室 

䥹
場
所
の
変
更
有
䥺 

䣗
内
容
䣘 

筋
力
の
維
持
増
進
䣍
関
節
可
動
域
の
維
持
䣍
身
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実
施
し
て
い

ま
す
䣎
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
運
動

習
慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
䣎
ス
ポ

䤀
ツ
ウ
䣷
ル
ネ
ス
吹
矢
や
ボ
䣹
チ
䣺
等
䣍
楽
し
い
ニ

䣻
䤀
ス
ポ
䤀
ツ
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
䣎 

䣗
申
込
䣘
地
域
福
祉
セ
ン
タ
䤀
窓
口 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
明
老
会 

 
 

２―

３
９
１
１ 

                

           

夜
間
休
日
等
䣍
診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪

我
䣍
歯
痛
等
は
診
療
所
で
は
な
く
１
１
９
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
䣎 

歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
䣬
て
も
䣍
ま
ず
は
医
科

の
当
番
医
師
が
診
察
い
た
し
ま
す
䣎 

な
お
䣍
診
療
所
職
員
へ
の
直
接
の
ご
連
絡
は
お
や

め
く
だ
さ
い
䣎 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

                    

令
和
４
年
度
小
笠
原
村 

 
定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 

令和４年度小笠原村 

定期予防接種年間予定表 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
２ 

小
笠
原
村
診
療
所
・
母
島
診
療
所
か
ら
の
お

願
い 

 

種類 
・Hib・肺炎球菌・B 型肝炎・四種混合・BCG・麻しん風しん混合・水痘・日本脳炎・ロ

タウイルス 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
7 

(木) 

12 

(木) 

9 

(木) 

7 

(木) 

4 

(木) 

1 

(木) 

6 

(木) 

10 

(木) 

8 

(木) 

5 

(木) 

2 

(木) 

2 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 2 時 30 分～4 時 小笠原村診療所 

母島 3 時 30 分～4 時 母島診療所 

 

 
  

種類 ・子宮頸がん・日本脳炎 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 

28 

(木) 

※ 

26 

(木) 

 

30 

(木) 

※ 

28 

(木) 

 

25 

(木) 

※ 

22 

(木) 

※ 

27 

(木) 

※ 

24 

(木) 

※ 

22 

(木) 

 

26 

(木) 

※ 

16 

(木) 

※ 

23 

(木) 

※ 

 受付時間 接種場所 

父島 3 時 45 分～4 時 45 分 小笠原村診療所 

母島 3 時 30 分～4 時 30 分 母島診療所 

※父島のみ実施 
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䣗
父
島
䣘 

䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
20
日
䥹
水
䥺
䦅
25
日
䥹
月
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

 
 
 
 
[

注
䥽
４
月
24
日
は
休
診
で
す] 

䣗
母
島
䣘 

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
18
日
䥹
月
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

䣗
予
約
受
付
䣘 

平
日
䪮水
曜
日
䨛
除
䧛
䪯午
後
䪳
時
30
分
䫻
午
後
䪷

時
䧸
間
䧵
䦼
電
話
䧵
䧰
診
療
所
䧵
䧠
予
約
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
全
て
予
約
制
で
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

     

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
全
て

予
約
制
と
し
ま
す
䣎 

 

䣗
事
前
予
約
䣘 

平
日
䣍
午
前
８
時
30
分
䦅
12
時
䣍
午
後
１
時

30
分
䦅
４
時
の
間
に
䣍
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
䣎 

 

䣗
父
島
䣘 

䣑
場
所
䣒
小
笠
原
村
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
27
日
䥹
水
䥺
䦅
５
月
２
日
䥹
月
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時 

午
後
２
時
䦅
５
時 

※
䪶
月
28
日
䪮午
前
中
䪯䦼
䪶
月
30
日
䦼
䪷
月
䪳
日
䧹

休
診
䧱
す
䦽 

䣗
母
島
䣘 

䣑
場
所
䣒
母
島
診
療
所 

䣑
日
時
䣒
４
月
24
日
䥹
日
䥺
䦅
25
日
䥹
月
䥺 

午
前
９
時
䦅
12
時
・
午
後
２
時
䦅
５
時 

※
４
月
25
日
䥹
午
前
中
䥺
は
休
診
で
す
䣎 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
䣎 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
䣍
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
䣎
そ
の
場
合
䣍
バ
イ
ク
・
車
の
運
転
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
䣎 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
䣎
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

                  

４
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
䣎
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
䣍
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
䣍

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

※
䥹 

䥺
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す 

           

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３(

３
４
５
５)

３
０
９
０ 

                      

小
笠
原
海
運
㈱ 
０
３(

３
４
５
１)

５
１
７
１ 

    

         

南
島
は
父
島
の
南
西
沖
に
あ
る
無
人
島
で
あ
り
䣍

沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形
と
植
物
が
織
り
成
す
小
笠
原
を

代
表
す
る
景
勝
地
で
す
䣎
さ
ら
に
䣍
カ
ツ
オ
ド
リ
や

ア
ナ
ド
リ
䣍
セ
グ
ロ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と
い
䣬
た
海
鳥

の
繁
殖
地
と
し
て
も
重
要
な
場
所
で
す
䣎
昭
和
46

年
に
ノ
ヤ
ギ
が
根
絶
さ
れ
て
以
降
は
䣍
植
生
の
回
復

が
み
ら
れ
て
お
り
䣍
現
在
で
は
外
来
植
物
の
駆
除
䣍

海
鳥
の
卵
を
捕
食
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
へ
の
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

こ
の
よ
う
な
南
島
の
状
況
に
つ
い
て
䣍
実
際
の
作

業
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
知
䣬
て
い

た
だ
く
た
め
䣍
次
の
通
り
䣓
南
島
外
来
植
物
除
去
ボ

ラ
ン
テ
䣵
ア
䣔
の
募
集
を
行
い
ま
す
䣎 

䣗
日
時
䣘
４
月
16
日
䥹
土
䥺 

 
 
 
 

午
前
９
時
䦅
午
後
３
時
頃 

※
天
候
・
海
況
不
良
に
よ
り
䣍
実
施
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
䣎 

䣗
集
合
・
解
散
場
所
䣘
青
灯
台 

䣗
募
集
人
数
䣘
20
名
程
度
䥹
事
前
申
込
制
䥺 

䣗
募
集
期
間
䣘
４
月
14
日
䥹
木
䥺
ま
で
䥹
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
䣎䥺 

䣗
内
容
䣘
南
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
除
草
作
業

䥹
２
時
間
程
度
䥺
と
生
き
物
観
察 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
等
は
貸
与
し
ま
す
䣎
靴
を
必

ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
䣎 

※
三
密
の
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
䣎 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

眼
科
専
門
診
療 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

等級 大人 小人

4,720 2,360

(+770) (+380)

5,670 2,840

(+930) (+470)

等級 A(3名用) B(2名用)

9,436

(+988)

8,847

(+927)

8,257

(+865)

945

(+99)

713

(+75)

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

2等

村民割引
2等往復

個室椅子席 5,000 3,000

貨
物
運
賃

1等品

2等品

3等品

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下

４月の燃料油価格変動調整 単位：円 単位：円 

南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
の
募
集 

等級 大人 学生 小人 17,202

55,440 47,440 27,720 (+1,274)

(+5,940) (+5,090) (+2,970) 16,014

40,040 32,040 20,020 (+1,186)

(+4,290) (+3,440) (+2,140) 14,731

30,170 24,140 15,090 (+1,091)

(+3,240) (+2,590) (+1,620) 1,724

26,480 21,190 13,240 (+128)

(+2,840) (+2,270) (+1,420) 1,283

等級 村民 村民小人 身障者 (+95)

43,430 21,720 27,720

(+4,650) (+2,330) (+2,970)

28,030 14,020 20,020

(+3,000) (+1,500) (+2,140)

21,120 10,560 15,090

(+2,260) (+1,130) (+1,620)

18,540 9,270 13,240

(+1,990) (+990) (+1,420)

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

1等

2等品

特2等寝台

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
2等和室

小口
0.075t以下

1等

特2等寝台

2等寝台

2等和室
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狂
犬
病
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に

は
䣍
犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
䣍
登
録
と

予
防
注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
䣎 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
䣍
次
の
こ

と
が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
䣎 

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
の
市
区
町
村
に
飼
い
犬

を
登
録
し
䣍
鑑
札
を
装
着
す
る
こ
と 

〇
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
䣍
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と 

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方
や
愛
犬
と
と
も
に
転

入
さ
れ
た
方
は
䣍
村
役
場
で
登
録
も
し
く
は
所
在
地

変
更
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
䣎 

令
和
４
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
䣍
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
䣎
詳
細
に
つ
い
て
は
䣍
３
月
中

旬
に
送
付
し
た
䣓
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら

せ
䣔
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
日
時
䣘 

父
島 

４
月
14
日
䥹
木
䥺 

午
前
８
時
30
分
䦅
12
時 

母
島 

４
月
15
日
䥹
金
䥺 

午
前
10
時
䦅
12
時 

䣗
費
用
䣘
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
䥻
７
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
䥻
７
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

    

人
と
ペ
䣹
ト
と
野
生
動
物
の
共
存
を
目
指
し
て

䣓
小
笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
䥹
ペ
䣹
ト
条
例
䥺䣔
で
は
䣍
次
の
４
つ

の
ル
䤀
ル
を
定
め
て
い
ま
す
䣎 

①
正
し
く
飼
䣬
て
䣍
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
䣎 

②
ペ
䣹
ト
を
登
録
し
よ
う
䣎 

③
ペ
䣹
ト
を
持
ち
込
む
と
き
䣍
申
請
し
よ
う
䣎 

䥹
令
和
４
年
度
以
降
ス
タ
䤀
ト
予
定
䥺 

④
持
ち
込
め
る
種
類
を
確
認
し
よ
う
䣎 

䪮䩮
䩻
䩮
①
䫻
③
䨛
経
䧰
段
階
的
䧵
䨼
䩂
䩻
䩋
予
定
䪯 

 

ペ
䣹
ト
を
連
れ
て
転
入
さ
れ
た
方
や
新
し
く
ペ
䣹

ト
を
飼
い
始
め
た
方
は
䣍
環
境
課
窓
口
で
ペ
䣹
ト
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
昨
年
度
か
ら
始
ま
䣬
た
ペ
䣹
ト
条
例
に
基

づ
き
䣍
ペ
䣹
ト
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
向
け
に
䣓
ペ

䣹
ト
の
飼
養
状
況
の
報
告
の
お
願
い
䣔
を
３
月
初
旬

に
送
付
し
て
い
ま
す
䣎
回
答
が
ま
だ
の
方
は
䣍
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

               

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
䤀
内
動
物
対
処
室
䥹
父

島
䥺
の
獣
医
師
に
よ
る
䣓
母
島
巡
回
ペ
䣹
ト
診
療
・

相
談
䣔
を
行
い
ま
す
䣎
母
島
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
薬
を
処
方
す
る
に
は
䣍
事
前

に
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
対
面
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
ペ
䣹
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
䣍
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
䣎 

 

䣗
予
約
申
込
䣘
４
月
20
日
䥹
水
䥺
ま
で 

䣗
診
療
日
程
䣘
４
月
25
日
䥹
月
䥺 

午
前
11
時
䦅
12
時 

午
後
２
時
䦅
４
時
半 

４
月
26
日
䥹
火
䥺 

午
前
８
時
30
分
䦅
10
時
30
分 

䣗
場 

所
䣘
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
䣎 

䣗
注
意
事
項
䣘 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
䣎 

※
診
療
は
有
料
䣍
相
談
は
無
料
で
す
䣎 

○
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
䣎 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０―

１
０
５
４―

３
４
６
７ 

○
母
島
で
診
療
で
き
る
項
目
・
検
査
等
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
䣎
詳
細
な
診
療
内
容
等
は
予
約
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

䥹
環
境
課
自
然
環
境
係
䥺 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

              

       

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
䤀
が
開
館
し
て
䣍
今
年

で
５
周
年
を
迎
え
ま
す
䣎
そ
れ
を
記
念
し
䣍
遺
産
セ

ン
タ
䤀
の
公
認
キ
䣺
ラ
ク
タ
䤀
と
し
て
マ
イ
マ
イ
を

モ
チ
䤀
フ
に
描
か
れ
た
男
の
子
と
女
の
子
の
名
前
を

募
集
し
ま
す
！
名
前
が
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
䣎 

皆
さ
ま
か
ら
の
応
募
䣍
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！ 

          

䣗
募
集
期
間
䣘 

４
月
10
日
䥹
日
䥺
䦅
５
月
７
日
䥹
土
䥺 

 

䣗
応
募
方
法
䣘 

メ
䤀
ル
の
場
合
䥽
考
え
て
い
た
だ
い
た
名
前
と
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
䥹
電
話
／
メ
䤀
ル
䥺
を
明
記

し
䣍RO-OGASAWARA@env.go.jp

に
お
送
り
い
た

だ
く
か
䣍
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
䤀
ド
を
読
み
取
䣬
て
い
た
だ

き
䣍
必
要
事
項
を
記
入
の
上
䣍
送
信
く
だ
さ
い
䣎 

     

直
接
の
場
合
䥽 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
䤀
内
に

令
和
４
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
犬
の

登
録 

ペ
䣹
ト
の
登
録
と
飼
養
状
況
報
告
の
お
願
い 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

母
島
巡
回
ペ
䣹
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
䤀 

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
䣺
ラ
ク
タ
䤀
名
前
募

集
！ 

応募フォーム 
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応
募
用
紙
と
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
䣍

来
館
し
て
記
入
い
た
だ
き
䣍
投
函
く
だ
さ
い
䣎 

 

※
一
人
何
回
で
も
応
募
で
き
ま
す
䣎 

 

募
集
要
項
等
の
詳
細
は
自
然
情
報
セ
ン
タ
䤀
Ｈ
Ｐ

で
確
認
く
だ
さ
い
䣎 

     

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２―

７
１
７
４ 

     

環
境
省
が
母
島
に
配
置
し
て
い
る
䣓
小
笠
原
自
然

保
護
官
事
務
所 

母
島
事
務
室
䣔
は
䣍
令
和
４
年
４

月
１
日
よ
り
䣓
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所
䣔
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
䣎 

開
設
に
伴
い
䣍
自
然
保
護
官
１
名
を
追
加
配
置
す

る
な
ど
体
制
を
強
化
し
て
䣍
今
後
も
母
島
に
お
け
る

小
笠
原
諸
島
世
界
遺
産
地
域
及
び
小
笠
原
国
立
公
園

の
保
全
業
務
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
䣎 

※
今
回
の
事
務
所
開
設
に
あ
た
り
䣍
開
所
式
は
開
催

い
た
し
ま
せ
ん
䣎 

䣗
名
称
䣘 

関
東
地
方
環
境
事
務
所 

 

母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

䣗
場
所
䣘 

東
京
都
小
笠
原
村
母
島
字
静
沢 

䣗
人
員
䣘 

自
然
保
護
官
１
名 

専
門
官
１
名 

 ●
お
問
合
せ
先
・
電
話
番
号 

 
 

３―

２
５
７
７ 

        

 

２
月
11
日
に
母
島
の
中
ノ
平
草
木
置
き
場
の
伐

採
木
に
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
䣎 

今
ま
で
母
島
集
落
よ
り
南
側
で
は
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア

リ
を
確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
䣎 

ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
ほ
ど
は
加
害

ス
ピ
䤀
ド
が
速
く
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
家
屋
に
被
害
を

与
え
る
シ
ロ
ア
リ
で
す
䣎 

生
息
範
囲
が
広
が
䣬
て
し
ま
う
と
䣍
そ
の
分
シ
ロ

ア
リ
探
査
範
囲
も
拡
大
す
る
た
め
中
ノ
平
へ
の
飛
び

火
を
何
と
か
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
䣎 

こ
の
た
め
伐
採
木
な
ど
で
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た

場
合
に
は
䣍
す
ぐ
に
役
場
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
䣎 

特
に
母
島
の
静
沢
周
辺
で
は
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
の

生
息
密
度
が
高
い
た
め
䣍
こ
の
辺
り
か
ら
伐
採
木
や

倒
木
な
ど
を
持
ち
込
む
際
に
は
ご
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
で
は
個
人
所
有
家
屋
の
シ
ロ
ア
リ
防
蟻

処
理
に
対
し
て
䣍
一
定
条
件
の
も
と
最
大
で
15
万

円
の
奨
励
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
䣎 

シ
ロ
ア
リ
の
対
策
当
初
か
ら
村
民
の
皆
様
に
は
䣍

ご
自
身
の
財
産
で
あ
る
家
屋
は
䣍
ご
自
身
で
お
守
り

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
䣎 

こ
の
奨
励
金
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
シ
ロ
ア
リ

の
被
害
を
受
け
難
い
防
蟻
処
理
を
行
䣬
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
䣎 

シ
ロ
ア
リ
の
被
害
に
合
う
家
屋
は
䣍
防
蟻
処
理
を

行
䣬
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
䣍
母
島
の
皆
様
も

シ
ロ
ア
リ
の
防
蟻
処
理
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
䣎 

対
象
と
な
る
家
屋
や
防
蟻
処
理
業
者
な
ど
の
交
付

要
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

                   

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
䣍
先
月
同
様
䣍
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
䣍
ア
ン
ケ
䤀

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
䣬
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
䣎 

つ
き
ま
し
て
は
䣍
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
䣍

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
䣍
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
䣍
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
䣍
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
䣎 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
䤀
シ
䣼
ン
目
的
で
指
定
ル
䤀

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
䥹
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
䥺 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
䤀
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
䣎
指
定
ル
䤀
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
䣍
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

䣓
年
間
パ
ス
䣔
の
携
行
が
必
要
で
す
䣎 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
䥹
調
査
研
究
簡
易
講
習
䥺 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
䣍
調
査
・
研

究
䣍
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
䣍
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
䣎 

※
１
䣍
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
䣎

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
䣍
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
䣎 

※
䪳
䦼
䪴
䧸
事
務
䧸
流
䨕
䧹
次
䧸
䧲
䧖
䨓
䧲
䧣
䨈
す
䦽 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
䤀
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
䣎 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

䣗
締
切
日
䣘
４
月
27
日
䥹
水
䥺 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
窓
口 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
䤀    

２―

３
４
０
３    

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３  

 

自然情報センター 

環
境
省
䣓
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所
䣔

開
設
の
お
知
ら
せ 

シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
！ 

シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
の
奨
励
金 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
䥹
父
島
・
母
島
䥺 
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４
月
の
開
館
日
䥽
お
が
さ
わ
ら
丸
䣍
観
光
船
入
港

中 

開
館
時
間
䥽
午
前
８
時
30
分
䦅
午
後
５
時
䥹
夜

間
䦅
午
後
９
時
䥺 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
䣍

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
䣬
て
い
ま

す
䣎
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
䣍
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
䤀
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

䣗
特
別
展
䣘 

■
本
館 

䣓
く
じ
ら
展 

リ
タ
䤀
ン
ズ
䦅
小
笠
原
の
海
の
大
き

な
仲
間
た
ち
䣔 

開
催
中 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
䥹
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
䥺䣍
マ
䣹
コ
ウ
ク

ジ
ラ
䥹
ハ
ク
ジ
ラ
䥺
の
違
い
䣍
大
き
さ
䣍
小
笠
原
海

域
で
の
最
近
の
鯨
類
の
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
䣎 

■
新
館 

 

䣓
小
笠
原
の
歴
史
写
真
展
䣔 

４
月
１
日
ま
で 

小
笠
原
の
歴
史
を
䣍
昔
と
今
の
写
真
と
と
も
に
振

り
返
る
展
示
で
す
䣎 

 

 

䣓
火
山
列
島
展 

䢤
絶
海
の
自
然 

硫
黄
列
島
を
ゆ

く
䢥
䣢
去
年
䣍
神
奈
川
県
博
で
開
催
さ
れ
た
展
示
が

や
䣬
て
く
る
！(

仮
題) 

４
月
30
日
開
催
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀 

 

２―

３
０
０
１ 

     

       

䣓
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
／
自
主
ル
䤀
ル
遵
守

の
お
願
い
䣔 

 

今
月
も
引
き
続
き
䣍
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
䣎
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
䣍
毎
年
12

月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け
て
䣍
ウ
䣷
ザ
䤀
ス
テ
䤀
シ

䣼
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30
分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ

の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
䣎
次
の
グ
ラ
フ

は
䣍
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た

結
果
で
す
䣎 

                     

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
見
て
み
る
と
䣍
２
月
後
半
ま

で
は
昨
シ
䤀
ズ
ン
よ
り
も
少
な
い
値
で
推
移
し
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
䣎
一
方
䣍
昨
シ
䤀
ズ
ン
䣍
一

昨
シ
䤀
ズ
ン
は
３
月
に
入
る
と
発
見
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
䣍
今
シ
䤀
ズ
ン
は
３
月
前
半
の
発

見
数
が
２
月
後
半
よ
り
も
多
い
平
均
約
25
頭
を
記

録
し
䣍
過
去
２
シ
䤀
ズ
ン
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
䣎
海
況
等
に
よ
る
発
見
の
し
や
す
さ
も
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
䣍
今
シ
䤀
ズ
ン
は
来
遊
ピ

䤀
ク
が
少
し
遅
い
の
で
し
䣯
う
か
䣎
こ
の
後
の
観
測

結
果
も
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
䣎 

 

䣗
ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
自
主
ル
䤀
ル
遵
守
の
お

願
い
䣘 

毎
年
５
月
ま
で
は
䣍
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時
期

と
な
り
ま
す
䣎
ボ
䤀
ト
や
カ
ヤ
䣹
ク
等
で
の
ホ
エ
䤀

ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
に
あ
た
り
䣍
次
に
掲
げ
る
自
主
ル

䤀
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
䤀
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
䤀
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
䣎 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
䤀
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
䣍
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
䣍
進
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
䣎 

 

ま
た
こ
の
度
䣍
鯨
類
に
対
す
る
ド
ロ
䤀
ン
飛
行
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
䣎
洋

上
で
の
ド
ロ
䤀
ン
利
用
の
際
に
は
䣍
本
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
則
䣬
た
飛
行
を
行
䣬
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
䣍

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
䣎 

       

           

● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
䤀
ル
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ

協
会
䥹
Ｏ
Ｗ
Ａ
䥺  

 
 
 
 
 

２―

３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
䤀
だ
よ
り 

そ
の
251 

 

ウ
ミ
ガ
メ
研
究
シ
䤀
ズ
ン
到
来
！ 

  

春
に
な
り
䣍
小
笠
原
周
辺
で
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

交
尾
行
動
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
䣬
て
き
ま
し

た
䣎
ま
た
䣍
３
月
上
旬
か
ら
は
二
見
湾
内
の
漁
港
に

お
い
て
䣍
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
水
揚
げ
作
業
も
始
ま
䣬

て
い
ま
す
䣎 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
解
体
に
は
䣍
関
係
者
の
皆
様
の

ご
厚
意
と
協
力
に
よ
り
海
洋
セ
ン
タ
䤀
ス
タ
䣹
フ
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
䣎
小
笠
原
島
民

に
と
䣬
て
䣍
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
と
て
も
身
近
な
存
在

で
す
が
䣍
広
い
海
を
回
遊
し
て
暮
ら
す
そ
の
生
態
は

未
だ
不
明
な
こ
と
が
多
い
た
め
䣍
利
用
と
保
全
を
両

立
し
て
い
く
う
え
で
生
態
の
理
解
と
把
握
は
必
要
不

可
欠
と
な
り
ま
す
䣎
そ
の
た
め
解
体
時
の
体
内
観
察

に
加
え
䣍
各
部
位
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
こ
と
は
䣍

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
解
明
に
つ
な
が
䣬
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
䣎 

 

例
え
ば
䣍
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
海
藻
類
や
ク
ラ
ゲ
を

食
べ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
䣍
実
際
に
ど
の

く
ら
い
食
し
て
い
る
の
か
䣍
海
藻
や
ク
ラ
ゲ
の
中
で

ビ
ジ
タ
䤀
セ
ン
タ
䤀
の
お
知
ら
せ 
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も
種
類
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
䣍
な
ど
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
䣎
一
般
に
は
草
食
性
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
䣍
実
際
に
胃
や
腸
の
内
容
物
を
調
べ
る

と
䣍
カ
ラ
ス
ト
ン
ビ(

イ
カ
の
く
ち
ば
し)

や
ヒ
カ
リ

ボ
ヤ
な
ど
動
物
性
の
消
化
物
も
発
見
さ
れ
ま
す
䣎
ま

た
䣍
海
藻
の
中
で
も
頻
繁
に
多
様
な
褐
藻
類
が
発
見

さ
れ
ま
す
が
䣍
他
地
域
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
特
徴
で
す
䣎
過
去
の
研
究
で
多
様
な
藻
類

を
消
化
す
る
の
に
適
し
た
腸
内
細
菌
叢
䥹
さ
い
き
ん

そ
う
䥺
が
発
見
さ
れ
て
お
り
䣍
こ
れ
は
小
笠
原
の
ウ

ミ
ガ
メ
の
特
性
と
い
う
こ
と
が
分
か
䣬
て
い
ま
す
䣎

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
䣍
春
の
ウ
ミ
ガ
メ
シ
䤀
ズ
ン

は
各
個
体
の
内
臓
や
胃
や
腸
の
内
容
物
を
良
質
な
状

態
で
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
最
新
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
生

態
を
知
り
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

               

ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た 

  

３
月
６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
䣎
約
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
䣬
た

今
回
は
䣍
島
内
外
か
ら
約
40
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
䣍
昨
シ
䤀
ズ
ン
の
調
査
報
告
と
䣍
共
同
研
究

者
に
よ
る
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
研
究

成
果
報
告
を
実
施
し
ま
し
た
䣎
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

は
䣍䣓
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来

て
良
か
䣬
た
䣔
な
ど
䣍
ご
感
想
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
䣎
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
䣍
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
今
年
度
も
引
き
続
き
䣍
様
々

な
調
査
研
究
を
行
䣬
て
ま
い
り
ま
す
の
で
䣍
今
後
と

も
島
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
䣎 

  

ウ
ミ
ガ
メ
迷
走
１
１
０
番 

  

い
よ
い
よ
産
卵
シ
䤀
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
䣎
街
中

に
迷
い
込
ん
だ
カ
メ
や
䣍
海
岸
で
動
け
な
く
な
䣬
て

い
る
カ
メ
を
発
見
し
た
場
合
に
は
䣍
小
笠
原
海
洋
セ

ン
タ
䤀
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

〇
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
䤀
連
絡
先 

≪

日
中≫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
８
３
０ 

≪

夜
間
・
早
朝≫

０
９
０―

１
４
６
１―

３
１
７
１ 

                  ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

䣵
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
䣎 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
䤀 

２―

２
８
３
０ 

䥹
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
䤀
ラ
ス
テ
䣵
ン
グ
・
ネ
イ

チ
䣺
䤀) 

ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ 

https://bonin-ocean.net   

             䧂
続
䩺小
笠
原
䧸
今
䧲
昔
䧃䪮䪵
䪯母
島
群
島
䪮䪴
䪯 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
保
管
資
料
䧸
中
䧵
小
笠
原

諸
島
䧵
関
す
䨔
初
䨋
䧰
䧸
概
説
書䧂
小
笠
原
島
新
誌
䧃

䧸
複
写
版
䧘
䧎
䨓
䨈
す
䦽
䧟
䧸
書
䧵
䧹
䦼
本
諸
島
䨛
日

本
固
有
䧸
領
土
䧲
明
確
䧵
定
䨋
䨔
意
図
䧱
島
䧸
地
理

や
歴
史
䧴
䧳
䧵
䧮
䧐
䧰
記
䧡
䨕
䧰
䧐
䨈
す
䦽䧂
続
䩺小
笠

原
䧸
今
䧲
昔
䧃䧱
䧹
䦼
䧟
䧸
資
料
䧗
䨒
抜
粋
䧣
䦼
現
代
語

䧵
訳
䧣
䧰
䧠
紹
介
䧣
䧰
䧖
䨓
䨈
す
䦽 

母
島
の
東
海
岸
に
は
三
岬
崎
が
あ
り
ま
す
䣎
海
岸

線
は
凹
凸
が
激
し
く
南
か
ら
東
崎
䣍
中
を
石
門
崎
と

呼
び
ま
す
䣎
こ
の
間
に
は
湾
が
あ
り
䣍
崖
が
切
り
立

ち
樹
木
が
密
生
し
沖
の
船
か
ら
眺
め
る
と
ま
る
で
書

画
で
見
る
よ
う
な
珍
し
い
風
景
画
の
よ
う
で
す
䣎
石

門
崎
に
は
三
大
石
門
が
あ
り
䣍
門
の
中
が
荒
波
に
洗

わ
れ
て
い
る
景
色
も
珍
し
い
景
色
で
す
䣎
最
北
端
の

岬
は
半
島
を
な
し
石
門
崎
と
の
間
に
湾
を
な
し
て
い

ま
す
䣎
こ
の
湾
を
古
く
は
片
湊
䥹
か
た
み
な
と
䥺
ま

た
は
中
湊
䥹
な
か
み
な
と
䥺䣍
今
は
東
港
と
呼
ん
で

い
る
波
の
高
い
港
で
す
䣎
東
港
の
南
側
は
ほ
と
ん
ど

絶
壁
で
す
が
䣍
北
側
に
は
少
々
平
地
が
あ
り
䣍
渓
流

が
い
く
つ
か
流
れ
て
い
ま
す
䣎 

北
港
は
母
島
の
最
北
に
あ
り
䣍
東
に
半
島
が
突
き

出
し
西
に
は
戍
亥
崎
と
呼
ば
れ
る
岬
が
あ
り
ま
す
䣎

湾
の
入
り
口
は
真
北
に
向
き
䣍
湾
の
奥
行
き
は
２
䥼

５
䤥
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
䣍
波
は
高
く
大
き
な
船
舶
は

碇
泊
が
困
難
で
す
䣎
北
港
の
奥
を
北
村
と
呼
び
䣍
村

の
東
は
東
港
に
接
し
１
䥼
２
䤥
の
平
ら
な
丘
に
は
渓

流
も
あ
り
開
墾
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
䣎
北
村
か
ら

沖
村
へ
は
山
道
で
約
10
䤥
あ
ま
り
あ
り
䣍
島
民
は

ま
れ
に
野
豚
の
猟
を
す
る
た
め
に
こ
の
山
道
を
通
る

ら
し
い
で
す
䣎
途
中
に
は
䣍
そ
の
名
を
と
り
猪
ガ
谷

の
地
名
が
つ
い
て
い
ま
す
䣎
戍
亥
崎
は
䣍
母
島
の
北

西
の
端
に
位
置
し
䣍
海
に
向
か
䣬
て
１
䥼
２
䤥
突
き

出
し
た
断
崖
で
す
䣎
岬
の
突
端
の
海
に
兜
の
形
を
し

た
兜
岩
が
あ
り
䣍
島
民
は
デ
ビ
ル
ロ
䣹
ク
䥹
鬼
岩
䥺

と
呼
ん
で
い
ま
す
䣎
母
島
の
中
央
の
西
岸
に
は
䣍
小

さ
な
湾
で
波
が
荒
く
岩
が
多
い
西
浦
が
あ
り
䣍
南
の

岬
沖
に
三
角
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
岩
が
あ
り
ま
す
䣎 

向
島
は
沖
村
の
向
か
い
で
䣍
周
囲
５
キ
ロ
䣍
沖
村

の
南
西
４
キ
ロ
あ
ま
り
に
位
置
し
䣍
島
民
は
プ
リ
マ

ウ
ス
島
と
名
付
け
ま
し
た
䣎
向
島
は
䣍
全
体
に
ほ
と

ん
ど
草
木
が
な
く
絶
壁
で
す
䣎 

平
島
は
沖
村
の
南
６
䤥
に
あ
り
䣍
鯨
や
魚
が
数
多

く
往
来
す
る
周
囲
３
䥼
５
䤥
で
䣍
平
地
が
多
く
沖
村

の
住
人
が
畑
を
耕
作
し
て
い
る
島
で
す
䣎
そ
の
北
東

に
は
二
子
島
䣍
丸
島
䥹
饅
頭
島
䥺
と
島
の
形
か
ら
名

付
け
た
島
が
点
在
し
て
い
ま
す
䣎
以
上
の
３
島
は
地

脈
が
海
底
を
走
り
つ
な
が
䣬
て
お
り
䣍
付
近
は
浅
瀬

の
た
め
潮
流
は
極
め
て
速
く
激
し
い
で
す
䣎 

姉
島
は
平
島
の
南
２
䤥
に
位
置
し
䣍
周
囲
６
䤥
䣍

島
民
が
ペ
リ
䤀
島
と
名
付
け
ま
し
た
䣎
妹
島
は
姉
島

の
東
４
䤥
に
位
置
し
䣍
周
囲
４
䥼
５
䤥
䣍
島
民
が
ケ

ル
リ
島
と
名
付
け
ま
し
た
䣎
姪
島
は
妹
島
の
北
東
に

隣
接
し
䣍
周
囲
４
䤥
で
あ
る
䣎
以
上
の
３
島
は
す
べ

て
４
面
と
も
断
崖
絶
壁
で
樹
木
が
密
生
し
て
い
ま

す
䣎 

・
・
・
次
回
は
父
島
の
昔
に
つ
づ
く 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 
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◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
八
十
三
貝
䣓
陸
の
サ
ザ
エ
さ
ん
を
救
う
䣔 

 

小
笠
原
で
は
１
０
０
種
類
を
超
え
る
固
有
の
マ
イ

マ
イ
た
ち
が
見
ら
れ
ま
す
䣎
小
笠
原
の
世
界
遺
産
ロ

ゴ
マ
䤀
ク
の
中
心
に
い
る
の
は
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
仲

間
䣍
も
䣬
と
も
研
究
が
進
み
䣍
保
全
の
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
䣎
し
か
し
こ
の
仲
間
は
化
石
種
も
含

め
て
30
種
類
ほ
ど
䣍
小
笠
原
に
は
ほ
か
に
も
䣬
と

ず
䣬
と
多
く
の
小
さ
な
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
る
の
で
す
䣎 

そ
の
ひ
と
つ
に
䣍
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
属
が

い
ま
す
䣎
名
前
の
通
り
小
笠
原
固
有
の
属
で
䣍
種
の

名
前
が
付
い
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
15
種
類
䣍
カ

タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
よ
う
に
小
笠
原
の
中
で
た
く
さ

ん
の
種
類
に
進
化
し
ま
し
た
䣎
殻
の
口
に
は
フ
タ
が

あ
䣬
て
海
の
貝
の
サ
ザ
エ
の
よ
う
䣍
眼
は
触
角
の
根

元
に
あ
䣬
て
䣍
普
通
に
思
い
浮
か
べ
る
カ
タ
ツ
ム
リ

と
は
大
き
く
異
な
る
分
類
群
で
す
䣎 

そ
ん
な
彼
ら
も
い
ま
䣍
絶
滅
の
危
機
に
䣎
大
き
い

も
䣍
小
さ
い
も
䣍
貴
重
な
島
の
宝
䣎
２
０
１
７
年
よ

り
彼
ら
を
救
う
た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
䣎
し
か
し
䣍
成
熟
し
て
も
３―

４
mm
䣍
卵
や
孵

化
し
た
て
の
稚
貝
は
１
mm
に
も
満
た
な
い
彼
ら
の

扱
い
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
し
た
䣎"

オ
ト
ナ
の
目"

に
な

䣬
て
き
た
僕
に
は
や
や
試
練
で
す
䣎 

産
卵
場
所
を
特
定
し
て
産
卵
床
を
作
䣬
た
り
䣍
土

粒
を
く
り
ぬ
い
て
埋
め
ら
れ
た
卵
を
一
つ
ず
つ
取
り

あ
げ
た
り
䣍
環
境
を
定
期
的
に
変
え
て
刺
激
し
て
み

た
り
䣍
飼
育
容
器
に
生
え
た
藻
類
を
食
べ
さ
せ
て
み

た
り
䣎
２
０
２
０
年
か
ら
は
䣍
四
人
の
研
究
員
た
ち

が
各
々
の
方
法
で
試
行
錯
誤
し
䣍
良
い
方
法
を
共
有

し
䣍
の
繰
り
返
し
で
䣍
こ
の
ほ
ど
や
䣬
と
飼
育
下
で

生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
成
熟
し
䣍
次
世
代
の
卵
を

産
み
始
め
て
く
れ
ま
し
た
䣎
ま
だ
完
璧
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
䣍
第
二
世
代
が
生
ま
れ
て
く
れ
た
こ
と
は
䣍

絶
滅
回
避
の
技
術
開
発
と
し
は
䣍
気
持
ち
的
に
ひ
と

段
落
で
す
䣎 

さ
て
䣍
ま
だ
ま
だ
待
䣬
て
い
る
貝
た
ち
が
い
ま

す
䣎
つ
ぎ
は
ど
な
た
？ 

䥹
こ
の
取
り
組
み
は
環
境
省
事
業
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
䥺 

䣗
文
䣘
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
䤀 

森
英
章 

䣗
イ
ラ
ス
ト
䣘
小
野
恵 

                 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 
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― 村民課福祉係 Ü 

Ü 第２６6 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：最近はお店じゃなくて家でお酒を飲む機会が増えたな～。  

保健師：家だと時間を気にせずゆっくり飲めていいですね！ですが、飲み過ぎには注意が必要で

す。きりなく長く飲み続けることはしないようにしましょう！ 

クジラ：そうだね。お酒は缶チューハイ 1 本だけにして、あとはお茶にしようっと。 

 アルコール飲料は、適量を楽しく飲むのであれば、緊張をほぐし、気持ちをリラックスさせ、人間関係をなめら

かにする良い面があります。しかし、長期間にわたり多量飲酒を続けると体と心の両面に影響が生じます。今回は

お酒との上手な付き合い方についてご紹介します。 

 お酒を飲むとアルコールは主に小腸から吸収され、その

後血液に入り、全身を巡ります。アルコールは肝臓でアセ

トアルデヒドに分解されます。お酒を飲み過ぎると頭痛や

吐き気が現れるのは、このアセトアルデヒドが原因です。

人によってこのアセトアルデヒドを分解する酵素の働き

が違うため、お酒に強い人、弱い人がいます。 

 長期にわたり大量のアルコールを摂取すると、肝臓でア

ルコールが代謝される際に中性脂肪が蓄積します。そのま

ま蓄積し続けると脂肪肝や、肝細胞が炎症を起こし壊れて

しまうアルコール性肝炎などの病気を引き起こす原因と

もなります。また、お酒だけでなく、脂っこいおつまみは

メタボの原因にもなります。 

 

 

その他にも・・・ 

・週に 2 日は休肝日を作りましょう 

・毎年、住民健診は受けましょう 

・妊娠期や授乳中はお酒は控えましょう 

 適量には個人差があります。お酒に弱い人、女性や高齢

者は、この基準の半分が目安になります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 アルコールには利尿作用があるため、 

飲酒後は脱水状態に陥りやすくなっています。 

★水分はしっかりとりましょう！ 

★飲酒後の運動・入浴は要注意！ 

★二日酔いには、はちみつや 

トマトジュース、グレープフルーツが効果的です。 

ビール中瓶 

1 本 500㎖ 

日本酒 

1 合 180㎖ 

缶チューハイ 

1 本 350㎖ 

※1 日の目安（アルコール量 20g 程度） 

ウイスキーダブル 

1 杯 60㎖ 

★飲むより先に食べる！ 

 チーズは胃粘膜を守り、ナッツは 

アルコールの吸収を遅らせます。 

 

★水と一緒に飲むと悪酔いしづらい 

 交互に同じ量を飲むぐらいが理想的です。酔いがまわる

のがゆっくりとなり、肝臓への負担も軽減されます。 

 

★チャンポンは二日酔いになりやすい 

 複数の種類のお酒を飲むこと自体が悪いのではなく、ど

のくらい飲んだかわからなくなり、ついつい飲み過ぎて

しまうからです。 



出港日　 南島外来植物除去ボランティア
コロナワクチン接種予約受付期間(父島)(18歳以上)(～15日)(ファイザー)(3回目)

地域振興に係る補助事業の募集(第１回)(～20日)

女性特有のがん検診無料クーポン券申込期間(～令和5年2月28日)

価格等縦覧帳の縦覧期間(～5/31)

入港日
コロナワクチン接種期間(父島)(18歳以上)(～18日)(ファイザー)(3回目)

コロナワクチン接種予約受付期間(父島)(18歳以上)(～28日)(モデルナ)(3回目)

コロナワクチン接種予約受付期間(父島)(5～11歳)(～28日)(小児用ファイザー)(1.2回目)

コロナワクチン接種予約受付期間(父島)(12歳以上)(～28日)(モデルナ)(1.2回目)

令和４年度(第１回)東京都小笠原住宅あき家入居者募集申込期間(母島一般)(～28日)

産科・婦人科専門診療(母島)

入港日 母島巡回労働相談
コロナワクチン接種予約受付期限(母島)(12歳以上)(ファイザー)(1.2回目) 乳幼児健診・歯科健診(母島)

出港日　
産科・婦人科専門診療(父島)(～25日)(24日休診)

母島巡回ペット診療・相談申込期限
コロナワクチン接種予約受付期間(母島)(５～１１歳)(～１３日)(小児用ファイザー)(1.２回目)

春の全国交通安全運動(～4/15)

出港日　 コロナワクチン接種期間(母島)(５～１１歳)(小児用ファイザー)(１回目)

定期予防接種(父島・母島) 電話による法律相談

育児学級予約〆切日(親子ヨガ教室)(父島)

公開講座『磯の生物観察』申込期限
コロナワクチン接種(母島)(12歳以上)(ファイザー)(1回目) 入港日

東京三弁護士会による法律相談(母島)

交通安全キャンペーン(少年団活動) 眼科専門診療(母島)(～25日)(25日午前休診)

東京三弁護士会による法律相談(父島)

入港日 日商簿記検定申込期間(～5/12)

 小笠原世界遺産センターオリジナルキャラクター名前募集期間(～5/7) 母島巡回ペット診療・相談(～26日)

出港日　

眼科専門診療(父島)(～5/2)(28日午前・30・5/1休診)

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込期限（父島・母島）

出港日　

行政相談所の開設/狂犬病予防集合注射(父島) こどもまつり(父島)/こどもの日の集い(母島)

乳幼児健診・歯科健診(父島) コロナワクチン接種予約受付期限(母島)(12歳以上)(ファイザー)(2回目)

南島外来植物除去ボランティアの募集期限

コロナワクチン接種期間(母島)(５～１１歳)(小児用ファイザー)(１回目) 　　　　　　入出港日
東京宝島事業　島のブランド化に向けた取組募集期間(～5/9)

狂犬病予防集合注射(母島) 小笠原交通少年団員の募集期限
小笠原村ケーブルテレビ年払い利用料届け出期限 公開講座『磯の生物観察』の開催期間(～5/21)

ゴールデンウィーク臨時バス運行日(5/1、3～5日)

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日 行　事　予　定

1 金 16 土

2 土 17 日

3 日 18 月

4 月 19 火

5 火 20 水

6 水 21 木

7 木 22 金

8 金 23 土

9 土 24 日

10 日 25 月

11 月 26 火
令和４年度(第１回)東京都小笠原住宅あき家入
居者募集案内配布期間(母島一般)(～28日)

12 火 27 水

13 水 28 木

14 木 29 金

15 金 30 土

昭和の日


